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第 1部 事業概要 

第 1章 事業の背景 

農業の高齢化、及び、後継者不足が年々進行している。農林水産省発表による、平成 26

年農業構造動態調査（URL：http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noukou/）では、平成

26 年 2 月 1 日現在における販売農家1の農業就業人口2は 226 万 5,600 人で、前年比 12 万

4,500 人（5.2%）減少と報告されている。そのうち、65 歳以上の高齢者は 144 万 2,500 人

であり、全体の 63.7%（前年比 1.9 ポイント上昇）に達している。その一方で、39 歳以下

の若年層は 15 万 2,400 人（6.7%）であった。このように、高齢化・後継者不足は深刻な問

題となっている。 

 

 上記のような課題の解決のために、農林水産省では「スマート農業」を推進している。

「スマート農業」とは、ロボット技術や ICT 等の先端技術を活用し、超省力化や高品質生

産等を可能にする新たな農業のことである。この「スマート農業」を実現することで、農

林水産業の競争力を強化し、農業を魅力ある産業とするとともに、担い手がその意欲と能

力を存分に発揮できる環境を創出していくことができる。このような視点に立ち、農林水

産省は平成 25 年 11 月に「スマート農業の実現に向けた研究会」を設立し、検討を重ねて

いる。そして、平成 26 年 3 月に、スマート農業の(1)将来像（ロボット技術や ICT 導入に

よる新たな農業の姿）、(2)ロードマップ（段階別の実現目標と実現のための取組）、(3)取組

上の留意事項を概略的に整理し、「中間とりまとめ」(URL：http://www.maff.go.jp/j/kanb 

o/kihyo03/gityo/g_smart_nougyo/pdf/cmatome.pdf)として公表した。この「中間とりまと

め」では、ロボット技術や ICT の導入によりもたらされる新たな農業の姿を、以下の 5 つ

の方向性に整理している。 

 

(1)超省力・大規模生産を実現 

  トラクター等の農業機械の自動走行の実現により、規模限界を打破 

(2)作物の能力を最大限に発揮 

 センシング技術や過去のデータを活用したきめ細やかな栽培（精密農業）により、従

来にない多収・高品質生産を実現 

(3)きつい作業、危険な作業から解放 

 収穫物の積み下ろし等重労働をアシストスーツにより軽労化、負担の大きな畦畔等の

除草作業を自動化 

                                                   
1 耕地面積が 30a 以上または年間の農産物販売金額が 50 万円以上の農家 
2 15 歳以上の農家世帯員のうち、調査期日前 1 年間に農業のみに従事した者又は農業と兼

業の双方に従事したが、農業の従事日数の方が多い者の人数 
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(4)誰もが取り組みやすい農業を実現 

 農機の運転アシスト装置、栽培ノウハウのデータ化等により、経験の少ない労働力で

も対処可能な環境を実現 

(5)消費者・実需者に安心と信頼を提供 

 生産情報のクラウドシステムによる提供等により、産地と消費者・実需者を直結 

 

 

図表 1 スマート農業の概略 

 

 

第 2章 事業の目的 

 前章で述べた「スマート農業」の実現には、農業に最先端のロボット技術や IT を導入す

ることが必要となる。しかし、このような技術を導入することは、農家と IT 技術者とでは

専門とする分野に大きな隔たりがあるために難しい。その隔たりを埋めるために、両者の仲

立ちをする農業 IT 人材が重要な役割を果たす。 
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図表 2 農業 IT 人材のイメージ 

 

 「スマート農業」の実現という国の指針によって、今後、農業 IT 人材のニーズがますま

す高まっていくことが予想される。それに対応して、IT 技術者が自らの備えている知識や

スキル、経験等を基に、農家や農業生産法人等を支援していくことができれば、IT 技術者

にとっては、農業 IT 人材として職域を拡大していくことになり、新たなビジネスチャンス

を得ることにもつながる。農業の産業化や発展を支援していくことにもなり、農業 IT 人材

を育成する意義は大きいと言える。 

 

 そこで本事業では、IT 企業に勤める社会人を対象として、彼ら自身が持つ IT 分野の知見

を基に、農業への ICT の導入を支援する農業 IT 人材を育成する教育プログラムの開発およ

び実施を行った。これをもって「スマート農業」の実現を支援することが、本事業の目的で

ある。 

 

 

第 3章 事業推進の流れ 

本校（船橋情報ビジネス専門学校）は、平成 26 年度事業において、IT 分野の専門学校生

を対象とした農業 IT 人材を育成するための教育プログラムを開発した。さらに、教育プロ

グラムを用いた実証講座を実施し、一定の評価を得ることができた。 

今年度は、昨年度の成果を基に、対象を IT 企業に勤める社会人へと変更して、教育プロ

グラムの再構築を実施した。そこでは、IT 企業に勤める社会人向けに、より実践性の高い

内容となるよう学習項目を再検討すると共に、e ラーニング等も活用して社会人でも受講し

やすい実施形態を検討し、教材の開発を行った。さらにこれを用いて、実際に IT 企業に勤

める社会人対象の講座を実施し、その効果の検証を行った。 
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 本事業で実施した各取組みについて、以下に概略を記載する。 

 

(1) 教育プログラム開発 

 平成 26 年度事業で開発した 135 時間の教育プログラムを基に、社会人を対象とした教育

プログラムへと再編成する。その際には、より実践的かつ効果的な教育プログラムとなるよ

うに、学習内容を取捨選択し、また、農業 IT の導入事例に関する内容を多く盛り込んだ。 

 開発項目はカリキュラムおよびそこで使用するテキスト教材、e ラーニング教材の 3 点で

ある。 

 

① IT 企業人向け農業 IT 人材育成カリキュラム 

  スクーリングと e ラーニングを活用した自己学習を織り交ぜて実施することを前提と

して構築した、IT 企業人対象の農業 IT 人材育成カリキュラム。「アグリビジネス・オー

バービュー（農業 IT 版）」、「農業 IT 基礎」、「農業 IT 応用」の 3 科目で構成。計 90 コ

マ、総学習時間 135 時間。各科目の内容構成や履修条件、評価方法等を検討し、シラバス

を開発。 

 

② テキスト教材 

  平成 26 年度事業にて開発したテキスト教材を基として、カリキュラムに合わせて全体

に解説の加筆や資料の追加等を実施。これにより内容を充実化させ、講義動画の収録や受

講者の自己学習にて活用。PowerPoint 形式のスライドで全 700 ページ。「1. アグリビジ

ネス・オーバービュー」、「2. マイコン制御【超】入門」、「3. GPS」、「4. リモートセンシ

ング」、「5. GIS」、「6. 農業 IT 応用：ソーラー発電」、「7. 農業 IT 基礎」の 7 章で構成。 

  

③ e ラーニング教材 

  総計約 9 時間の講義の映像を収録した講義コンテンツ合計 30 本で構成。講義の内容

は、基本的に前項で述べたテキスト教材に準拠した解説。また、農業 IT が実際に活用さ

れている場面の映像を別途収録しており、講義コンテンツの中でその映像を農業 IT 事例

に関連する資料として示し、解説を交えながら紹介。 

 

(2) 実証講座の実施 

 開発したカリキュラムおよび教材から一部を抽出して構成した実証講座を、IT 企業に勤

める社会人を対象として実施した。講義後、授業アンケートを実施し、その結果から開発し

た教育プログラムの有効性や妥当性を検証した。 

また、本講座の様子を映像で記録し、前項で述べた e ラーニング教材のコンテンツとして

配信し、スクーリングにおける授業内容や授業の様子を把握できるようにした。  
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第 4章 実施委員会の構成 

 本事業では、専門学校や大学、IT 企業、e ラーニング開発企業等で実施委員会を構成し、

事業の推進に当たった。 

以下、実施委員会の構成機関である。 

 

構成機関 役割等 都道府県 

船橋情報ビジネス専門学校 委員長 千葉県 

宮崎情報ビジネス専門学校 開発・実証 宮崎県 

九州工科自動車専門学校 開発・実証 熊本県 

TDU いんざいイノベーション推進センター 実証 千葉県 

琉球大学 開発 沖縄県 

株式会社ジーミック 開発 東京都 

株式会社クレビュート 実証 千葉県 

サイバー大学 実証 東京都 

アテイン株式会社 実証 東京都 

日本ナレッジ株式会社 実証 東京都 

株式会社システムシェアード 開発 千葉県 

有限会社ワイズマン 開発 千葉県 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

高度ポリテクセンター 
実証 千葉県 

図表 3 実施委員会の構成 
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第 2部 教育プログラム開発報告 

第 1章 教育プログラム開発の考え方 

本事業では、IT 企業に勤める社会人を対象として、農業 IT 人材を養成することを目的と

した教育プログラムを開発した。そこでは、本校が平成 26 年度事業において開発した IT

分野の専門学校生を対象とする農業 IT 人材養成プログラムを基に、IT 企業に勤める社会人

が持つ知識・スキル等を鑑みて、学習内容の取捨選択および追加を実施し、より効果的な教

育プログラムへと再編成した。 

  

 以下に、平成 26 年度事業で開発した教育プログラムの概要と、今年度開発した教育プロ

グラムの考え方について報告する。 

 

 

1.1 平成 26 年度事業の教育プログラムの概要 

本節では、今年度開発した教育プログラムの基となった、本校が平成 26 年度事業におい

て開発した教育プログラムの概要を述べる。 

 

 

1.1.1 教育プログラムの全体構成 

本校が平成 26 年度事業において開発した教育プログラムは、特に IT 分野の専門学校生

を対象に、農業や農業に活用される IT、コミュニケーション等の知識・スキルを修得さ

せ、農業 IT 人材を育成することを目的としている。 

 本教育プログラムにおけるカリキュラムは、「アグリビジネス・オーバービュー」、「農業

IT 基礎」、「農業 IT 応用」、「コミュニケーション」の 4 科目で構成されている。 

「アグリビジネス・オーバービュー」は、アグリビジネスのどのような分野に IT が活用

されているかという視点で、その全体像を把握することができる科目である。「農業 IT 基

礎」は、農業 IT の基礎的な技術であるセンサー、通信、制御に関わる知識・スキルを学習

する科目である。「農業 IT 応用」は、ソーラーシェアリングや GIS、リモートセンシング等

について学習する科目である。「コミュニケーション」は、農業や IT の分野にこだわらず、

ビジネス上で求められる汎用的なコミュニケーションスキルを学習することができる科目

である。 

この 4 科目の学習時間は、全 90 コマ、総計 135 時間である。 

各構成科目の概要を以下に示す。 
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※1 コマ＝90 分 

科目名 コマ数 概要 

アグリビジネス 

・オーバービュー（農業 IT 版） 
30 

アグリビジネスの全体像と、そこに活用

される農業 IT の全体像を俯瞰し、本教育

プログラムの全体の見通しを良くする。 

農業 IT 基礎 15 

農業 IT の基礎として、センサー、通信、

及び制御に関する知識と実践スキルを、

実習中心で修得する。 

農業 IT 応用 30 

農業 IT の応用として、ソーラーシェアリ

ング、リモートセンシング、GIS、及び

GPS に関する知識と実践スキルを実習中

心で修得する。 

コミュニケーション 15 

農業 IT 分野に限らず、ビジネス上で必要

なコミュニケーションスキルを実習中心

で修得する。 

合計 90  

図表 4 平成 26 年度事業教育プログラム カリキュラム構成 

 

 

1.1.2 開発教材の概要 

 平成 26 年度事業では、前述したカリキュラム構成科目のうち、「アグリビジネス・オーバ

ービュー（農業 IT 版）」、「農業 IT 基礎」、「農業 IT 応用」の 3 科目で用いる教材を開発し

た。なお、「コミュニケーション」については、市販の教材を調達した。 

 

科目名 使用教材 

アグリビジネス 

・オーバービュー（農業 IT 版） 

『アグリビジネス・オーバービュー 農業 IT追加版』 

※開発 

農業 IT 基礎 
『センサー・通信・制御』 

※開発 

農業 IT 応用 

『ソーラーシェアリング』※開発 

『リモートセンシング』※開発 

『GIS』※開発 

『GPS』※開発 

コミュニケーション 
『魅力行動学 ビジネス講座』※市販教材を調達 

古閑 博美 編著  学文社 

図表 5 平成 26 年度事業教育プログラム 教材の一覧 
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 以下、平成 26 年度事業において開発した各教材の概要を掲載する。 

 

 

1.1.2.1 『アグリビジネス・オーバービュー 農業 IT追加版』の開発 

 本教材は、IT 分野の専門学校生等が、IT との関係を意識しながらアグリビジネスの全体

像、及び、アグリビジネスにおける学習分野の概要をオーバービューする教材である。農業

に絡む IT 技術の全体像を事例により解説し、IT 系学生の進路を考える材料にもなりえる教

材とした。 

 教材は PowerPoint 形式のスライドに、詳細な講師用ノートを合わせた構成となってお

り、授業で活用しやすいようになっている。 

以下、『アグリビジネス・オーバービュー 農業 IT 追加版』の構成である。 

 

１．アグリビジネスの全体像 

 １－１ アグリビジネスとは 

 １－２ 農業の全体像 

  １－２－１ 農業とは 

  １－２－２ 農業と農産物加工 

  １－２－３ 農業と流通・販売 

  １－２－４ 農業産業化 

 １－３ 6 次産業化 

  １－３－１ 6 次産業化とは 

  １－３－２ 6 次産業化の具体例 

  １－３－３ 6 次産業化の推進と IT 活用 

２．アグリビジネスでの学習分野 

 ２－１ 農業の基礎 

 ２－２ 土壌と肥料 

 ２－３ 農業機械 

 ２－４ 農業と気象 

 ２－５ バイオテクノロジー 

 ２－６ 食品衛生 

 ２－７ 農産物加工 

 ２－８ 農業マーケティング 

 ２－９ 農業 IT 

 ２－１０ 農業と流通 

 ２－１１ 農業と輸出入 
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 ２－１２ 精密農業 

 ２－１３ ソーラーシェアリング 

図表 6 『アグリビジネス・オーバービュー 農業 IT 追加版』の構成 

 

 

1.1.2.2 『センサー・通信・制御』の開発 

 本教材は、農業 IT の基礎的な内容として、センサー、通信、制御について学習する教

材である。内容としては、マイコンによる計測制御の入門編に相当する。マイコンによる

計測は、電圧の A/D 変換が基本であること等を学習する。 

ただし、学習を進める際には、マイコンは C++にて、PC は JAVA にてプログラミング

を行うので、それぞれの基本的なプログラミングに関する知識を必要とする。 

 また、センサー、通信、制御は、精密農業にも活用されるため、精密農業を題材とした

学習内容も取り入れている。そこでは、センサーにより求めた値を的確に把握できるよう

にしたうえで、通信により他の周辺機器と連携するシステム開発を実習する。さらに、

TFT カラー液晶装置の制御と、JAVA による PC 画面制御を含めることにより、通信を含

んだ協調制御実習も学習内容として取り入れている。 

 以下、『センサー・通信・制御』の構成である。 

 

１．縦横無尽に使える IT 技術 

２．マイコンチップ 

３．ワンボードマイコン Arduino 

４．ジャンパワイヤ 

５．周辺デバイス 

６．ブレッドボード 

７．Arduino UNO 

８．システム構成 

９．実際の表示 

１０．シリアル通信 

１１．シリアル通信のイメージ 

１２．信号線の中のデータ 

１３．A（０ｘ４１）のデータ 

１４．実際の信号 

１５．信号の種類 

１６．コネクタ 

１７．通信手順 

１８．省略型接続 



10 

 

１９．本稿のシリアル通信 

２０．ボリューム 

２１．温度センサー 

２２．照度センサー 

２３．マイコンは電圧を測る 

２４．回路作成 

２５．TFT 液晶表示器の接続 

２６．マイコン開発環境 

２７．Arduino のプログラム 

２８．Arduino プログラムのコンパイル・書込み 

２９．確認 

３０．PC 側プログラム 

３１．マルチ表示 

３２．制御を考える 

３３．通信再掲 

図表 7 『センサー・通信・制御』の構成 

 

 

1.1.2.3 『ソーラーシェアリング』の開発 

 本教材は、農業 IT の 1 つの応用分野として、ソーラーシェアリングを取り上げ、その原

理や使用する機材の構造、問題点等について学習する教材である。 

 以下、『ソーラーシェアリング』の構成である。 

 

１．農業の源 太陽光 

２．光飽和点 

３．強すぎる太陽光は有害 

４．営農型太陽光発電 

５．太陽光パネル 

６．架台と基礎 

７．重要なパネルの回転機構 

８．農業機械のための空間確保 

９．売電のための設備 

１０．管理のための設備 

１１．売電収入 

１２．ソーラーシェアリング普及効果 

１３．問題点 
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１４．技術革新への期待 

１５．モデル ソーラーシェアリング【考】 

図表 8 『ソーラーシェアリング』の構成 

 

 

1.1.2.4 『リモートセンシング』の開発 

 本教材では、最先端の農業 IT 技術であるリモートセンシングの具体例として、人工衛

星 LANDSAT 8 の複数帯域センサーで撮影された日本国土のデータを活用して、「植生指

数」画像を作成するための手順や考え方等を学習する。 

 以下、『リモートセンシング』の構成である。 

 

１．こんなことが分かります 

２．日本型精密農業 

３．リモートセンシングのイメージ 

４．電磁波・太陽光 

５．リモートセンシングの特徴 

６．実際の衛星データ（LANDSAT8) 

７．リモートセンシング処理の流れ 

８．衛星データの取得 

９．画像処理システム 

１０．GRASS の入手 

１１．GRASS の Install 

１２．用語の説明 

１３．画像データ処理手順 

１４．メタフィルの確認 

１５．データフォルダの作成 

１６．GRASS の起動 

１７．GIS データディレクトリの設定 

１８．ロケーション作成 

１９．マップセットの作成 

２０．ＧＲＡＳＳの起動 

２１．近赤外バンド画像の作成 

２２．トルゥーカラー画像の作成 

２３．フォルスカラー画像の作成 

２４．パンシャープン画像の作成 

２５．輝度温度疑似カラー画像の作成 
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２６．植生指標画像の作成 

２７．画像のエクスポート 

２８．日本とアメリカの衛星データ 

図表 9 『リモートセンシング』の構成 

 

 

1.1.2.5 『GIS』の開発 

 本教材では、「QGIS」という GIS オープンシステムを使用して、国土地理院の公開デー

タにある植生指数と、『リモートセンシング』で作成した植生指数画像を重ね合わせる実

習を通じて、GIS システムの概要を学習する。 

以下、『GIS』の構成である。 

 

１．GIS とは 

２．何ができるか 

３．QGIS を使う 

４．QGIS をどう使う 目論見 

５．QGIS の入手 

６．QGIS セットアップ 

７．国土地理院のデータを取得 

８．行政界データ表示 

９．色を変えてみる 

１０．他のデータを重ねてみる 

１１．行政区の情報を知る 

１２．植生指標データを重ねる 

１３．植生指標ラスタマップ読み込み 

１４．重なりの調整 

１５．GIS はアイデア次第 

１６．おまけ 

図表 10 『GIS』の構成 

 

 

1.1.2.6 『GPS』の開発 

 本教材は、GPS センサーとマイコンをシリアル通信で接続し、移動経路を記録するデー

タロガーの作成等の実習を通じて、通信・制御の技術を実体験するための教材である。IT

分野の専門学校の 1 年生であれば充分に取組むことができるレベルの難易度設定となって

おり、マイコン入門者に最適な内容で構成されている。 
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  以下、『GPS』の構成である。 

 

１．GPS とは 

２．GPS のしくみ 

３．地上局による位置補正 

４．海上での測位 

５．４つ目の衛星 

６．GPS センサー 

７．位置情報の形式 

８．NMEA０１８３フォーマット 

９．実際の NMEA データ 

１０．センテンスの意味 

１１．GPS ロガーを作る GPS モジュール 

１２．GPS モジュールの準備 

１３．GPS モジュールのピンアサイン 

１４．Arduino 

１５．Arduino PIN アサイン 

１６．SD カード 

１７．Arduino と Ethernet シールド 

１８．配線 

１９．環境構築 

２０．IDE の使い方 

２１．IDE の操作 

２２．シリアル通信のプログラム 

２３．SD カードにログする 

２４．GIS の利用 

２５．Google Earth 

２６．衛星からの写真に経路を表示 

２７．農業での利用 

図表 11 『GPS』の構成 

 

 

1.2 本事業での教育プログラム開発 

 前節で述べたとおり、平成 26 年度事業で開発した教育プログラムは、IT 分野の専門学校

生等を対象とした農業 IT 人材養成を目的としていた。今年度は、農業 IT 人材の養成とい

う目的は共通しつつも、主な対象を IT 企業に勤務する社会人へと変更した教育プログラム
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を開発した。そのため、今年度の教育プログラムは、平成 26 年度事業の教育プログラムを

基礎としつつも、より実践性の高い内容となるように再編成した。 

具体的な再編成の方向性を以下に述べる。 

 

まず、カリキュラムについて、平成 26 年度では「アグリビジネス・オーバービュー」、

「農業 IT 基礎」、「農業 IT 応用」、「コミュニケーション」の 4 科目で構成したが、平成 27

年度では「コミュニケーション」を除く、「アグリビジネス・オーバービュー」、「農業 IT 基

礎」、「農業 IT 応用」の 3 科目へと変更している。 

社会人を対象とした教育プログラムの場合、実務上で活用できる専門的な知識・スキルを

効率的に習得できる内容となっている必要がある。したがって、本カリキュラムにおいては、

特に「農業 IT 基礎」と「農業 IT 応用」について、知識を学ぶ講義と、知識を定着させるた

めの実習の両方を充実させることが不可欠である。 

この考え方に基づき、今年度は、カリキュラム構成を下図のように再編成した。平成 26

年度事業の「コミュニケーション」は、ビジネスにおいて汎用的に求められるコミュニケー

ションスキルを習得することを目的とした科目であった。今年度は対象者を社会人として

いるため、一定のコミュニケーションスキルを既に有しているものとして、構成科目からは

除外した。そして、「コミュニケーション」に割り振られていた 15 コマを、「農業 IT 基礎」

に追加して 30 コマに拡大し、専門領域に関する教育のさらなる充実を図った。各科目の詳

細な内容構成については、次章にて報告する。 

 

 

図表 12 カリキュラム構成イメージ 

 

 また、昨年度開発した教育プログラムは、基本的に集合学習を前提としている。しか

し、今年度は、社会人を対象とするため、教育プログラムの実施にあたっては、受講者の

業務との時間的な兼ね合いも考慮する必要がある。そこで、社会人がより受講しやすい形
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として、e ラーニングによる自己学習とスクーリングを組み合わせて実施することとし

た。これを前提として、各科目の授業内容を検討し、それに応じたテキスト教材及び e ラ

ーニング教材を、平成 26 年度で開発したテキスト教材も活用しながら開発した。 
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第 2章 カリキュラム開発報告 

 本章では、前章で述べた考え方に基づき開発したカリキュラムについて報告する。 

 

2.1 カリキュラム開発 

 本事業では、IT 企業に勤める社会人を対象に、農業の概要や農業 IT、マイコンの基礎等

の知識・スキルを修得させ、農業 IT 人材を育成する教育プログラムを開発した。 

 

本カリキュラムは、前述の通り、昨年度事業で開発した IT 分野の専門学校生等を対象と

した教育プログラム（学習時間 135 時間）を再編成する形で開発を行った。そこでは、農業

IT 活用事例の追加等、学習内容をより実践的な内容へと改訂した。併せて、実施形態につ

いて、スクーリングと e ラーニングを活用した自己学習を織り交ぜ、社会人でも受講しやす

い形の教育プログラムへと発展させた。 

 

総学習時間は 135 時間で、「アグリビジネス・オーバービュー（農業 IT 版）」、「農業 IT

基礎」、「農業 IT 応用」の 3 科目で構成した。「アグリビジネス・オーバービュー（農業 IT

版）」は講義中心の科目であり、農業 IT 人材として持つべきアグリビジネスに関わる知識

と、そこで活用される農業 IT の全体像を掴むことを目的とした内容となっている。「農業

IT 基礎」は、実習中心の科目であり、農業 IT の基礎的な技術であるセンサー、通信、制御

に関する知識・スキルを習得することを目的とした内容となっている。「農業 IT 応用」は、

実習を中心に、より発展的な農業 IT として、GPS やリモートセンシング、GIS、太陽光発

電に関わる知識･スキルの習得を目的とした科目である。 

 

以下に、本カリキュラム構成科目の概要を掲載する。各科目の詳細については、シラバス

として整理し、次節に掲載した。 
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※1 コマ＝90 分 

科目名 
コマ数時

間数 
概要 

アグリビジネス 

・オーバービュー（農業 IT 版） 

30 コマ 

45 時間 

アグリビジネスの全体像と、そこに活用

される農業 IT の全体像を俯瞰し、本教育

プログラムの全体の見通しを良くする。 

農業 IT 基礎 
30 コマ 

45 時間 

農業 IT の基礎として、センサー、通信、

及び制御に関する知識と実践スキルを、

実習中心で修得する。 

農業 IT 応用 
30 コマ 

45 時間 

農業 IT の応用として、GPS、リモートセ

ンシング、GIS、太陽光発電に関する知識

と実践スキルを実習中心で修得する。 

合計 
90 コマ 

135 時間 

 

図表 13 カリキュラム構成 

 

 

2.2 シラバス開発 

 カリキュラム構成科目である「アグリビジネス・オーバービュー（農業 IT 版）」、「農業 IT

基礎」、「農業 IT 応用」の 3 科目について、シラバスを開発した。開発にあたっては、各科

目の概要や履修条件、授業回数、各回の授業内容、使用教材、評価方法等について検討を行

った。 

 

 また、本教育プログラムは、スクーリングと e ラーニング教材による自己学習を交えて実

施することを前提としている。そこで、シラバス内に「e ラーニング」という項目を設け、

自己学習にて実施する授業回については、使用する e ラーニング教材の番号を記載した。な

お、スクーリング形式で実施する授業回については、本項目に「－」を記載している。e ラ

ーニング教材の詳細については次章にて報告する。 

 

 以下、各科目のシラバスを掲載する。 
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2.2.1 アグリビジネス・オーバービュー（農業 IT版） 

 「アグリビジネス・オーバービュー（農業 IT 版）」は、全 30 回 45 時間で構成した。成

績は期末試験の結果に基づいて評価する。以下にシラバスを掲載する。 

 

科目名 アグリビジネス・オーバービュー（農業 IT 版） コマ数 30 コマ（45 時間） 

科目概要 
アグリビジネスの全体像と、そこに活用される農業 IT の全体像を俯瞰し、本教

育プログラムの全体の見通しを良くする。 

履修条件 なし 

授業計画 

回 授業内容 e ラーニング 

第 1 回 
ガイダンス 

・授業内容の説明 ・e ラーニングの操作説明 
－ 

第 2 回 

アグリビジネスの全体像① 

・アグリビジネスとは ・農業とは 

・農業と農産物加工 ・農業と流通・販売 

－ 

第 3 回 
農業の産業化① 

・農業の位置づけ ・農業の産業化 ・農業の産業化支援 
１．①～③ 

第 4 回 
農業の産業化② 

・農業の産業化の事例 
１．④ 

第 5 回 
アグリビジネスの全体像② 

・6 次産業化とは ・企業が農業に参入する狙いとは 
－ 

第 6 回 
アグリビジネスの全体像③ 

・企業の農業への参入モデル ・農業ビジネスに参入する企業の実態 
－ 

第 7 回 
アグリビジネスの全体像④ 

・6 次産業化の具体例 
－ 

第 8 回 
アグリビジネスの全体像⑤ 

・6 次産業化の推進と IT 活用 
－ 

第 9 回 
農業の基礎 

・命と向き合う時代と農業 ・農業の持つ多様性と多面的機能 
－ 

第 10 回 
土壌と肥料 

・土壌と植物の関係 ・土壌とは何か ・肥料はなぜ必要か 
－ 

第 11 回 

農業機械① 

・人間生活と農業機械 ・農業機械の利用と種類 

・農業機械の役割と農業機械化の目的 

－ 

第 12 回 

農業機械② 

・農作業の特徴と農業機械化の課題  

・農業の作業体系と機械化作業体系 

－ 

第 13 回 

農業機械③ 

・農業機械化の歩みと進展 ・農業機械と安全作業 

・農業機械と IT 化のメリット 

－ 
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第 14 回 
農業機械④ 

・農業機械の事例（米選別機） 
１．⑤ 

第 15 回 

農業と気象① 

・気象と天気 ・農業気象業務の概要 ・地球温暖化 

・気象データの活用 ・気象リスク対応 

－ 

第 16 回 
農業と気象② 

・公開気象データの利用 ・平均気温と日照時間のグラフ化 
１．⑥ 

第 17 回 
バイオテクノロジー① 

・バイオテクノロジーとは ・農業とバイオテクノロジー 
－ 

第 18 回 

バイオテクノロジー② 

・バイオテクノロジーへの期待 ・農業におけるバイオの限界 

・バイオ技術と IT が融合・・・そして農業へ 

－ 

第 19 回 
食品衛生① 

・食品衛生とは ・HACCP 
－ 

第 20 回 

食品衛生② 

・食の安心・安全 ・JGAP ・HACCP ・SEICA 

・農産物のトレーサビリティと品質保証 

・病害虫総合的管理技術 IPM 

１．⑦ 

第 21 回 
農産物加工 

・農産物加工とは ・農産物加工のニーズ 
－ 

第 22 回 
農業マーケティング 

・農業マーケティングとは ・マーケティングの役割 
－ 

第 23 回 

農業 IT① 

・農業 IT とは ・農業分野の IT 活用事例 

・繊細で緻密な農業を支える IT 

－ 

第 24 回 
農業 IT② 

・先端農業 IT 技術（GPS、GIS、リモートセンシング） 
－ 

第 25 回 
農業と流通① 

・従来の実態 ・共同選果 ・共同出荷 ・共同計算 ・無条件委託 
－ 

第 26 回 
農業と流通② 

・JA 販売事業の革新 ・新農業「農業の流通を変える」 
－ 

第 27 回 

農業と輸出入 

・食料・農業・農村基本法の施行 

・農産物輸出は日本農業の切り札となるか 

・「攻め」の農業政策発表 

・日本は国内農業・農村を守っていない 

－ 

第 28 回 

精密農業 

・精密農業とは ・精密農業の作業サイクル 

・精密農業を支える要素技術 

・農家の意思決定を支援する柔軟な精密農業技術 

１．⑧ 
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・精密農業支援ツール ・日本型精密農業の実証事例 

第 29 回 

スマート農業① 

・スマート農業とは ・農業改革の推進 

・スマート農業の位置付けと現状 

・トラクター等自動運転技術の事例 

１．⑨ 

第 30 回 

スマート農業② 

・スマート農業が解決を目指す目的 

・スマート農業推進の課題 

 

農業 IT③ 

・農業 IT ガイダンス ・農業 IT、精密農業、スマート農業の関係 

１．⑩～⑪ 

教科書 
『アグリビジネス・オーバービュー【農業 IT 追加版】』3 

農業 IT e ラーニング 

評価方法 期末試験 

図表 14 アグリビジネス・オーバービュー（農業 IT 版）シラバス 

 

  

                                                   
3 平成 26 年度事業で開発 
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2.2.2 農業 IT基礎 

 「農業 IT 基礎」は全 30 コマ 45 時間で構成した。履修条件として、実習への参加を必須

としている。成績は、実習への参加状況と、自由課題実習のグループ発表に基づいて評価す

る。以下にシラバスを掲載する。 

 

科目名 農業 IT 基礎 コマ数 30 コマ（45 時間） 

科目概要 
農業 IT の基礎として、センサー、通信、制御、及びマイコンを用いた開発に関す

る知識と実践スキルを、実習中心で修得する。 

履修条件 実習は必ず参加すること 

授業計画 

回 授業内容 e ラーニング 

第 1 回 
ガイダンス 

・授業内容の説明 ・実習の概要説明 
－ 

第 2 回 

～ 

第 3 回 

マイコン制御実習 

・マイコンボードの解説 ・プログラム開発環境(IDE)の解説 

・LED 点滅制御 ・マイコンによる外部機器の制御 

－ 

第 4 回 

～ 

第 5 回 

マイコン制御【超】入門 

・第 2 回～第 3 回の実習の復習 ２．①～③ 

第 6 回 

～ 

第 7 回 

シリアル通信実習 

・シリアル通信とは ・信号線の中のデータ ・実際の信号 

・信号の種類 ・通信手順 ・PC とのシリアル通信実習 

－ 

第 8 回 

～ 

第 9 回 

シリアル通信【超】入門 

・第 6 回～第 7 回の実習の復習 ７．① 

第 10 回 

～ 

第 11 回 

液晶表示器実習 

・液晶表示器の解説 ・配線の解説 

・液晶表示器へのメッセージの表示実習 

－ 

第 12 回 

～ 

第 13 回 

液晶表示器【超】入門 

・第 10 回～第 11 回の実習の復習 ７．② 

第 14 回 

～ 

第 15 回 

センサー実習 

・温度センサーの解説 ・計測値の PC への表示方法 

・配線の解説 ・計測値の表示実習 

－ 

第 16 回 

～ 

第 17 回 

センサー【超】入門 

・第 14 回～第 15 回の実習の復習 ７．③ 

第 18 回 

～ 

デジタル温度計の開発実習 

・システムの全体構成解説 ・配線の解説 
－ 
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第 19 回 ・液晶表示器への計測値の表示実習 

第 20 回 

～ 

第 21 回 

デジタル温度計の開発 

・第 18 回～第 19 回の実習の復習 ７．④ 

第 22 回 

～ 

第 23 回 

SW 実習 

・SW（スイッチ）の解説 ・システムの全体構成解説 

・配線の解説 ・SW による LED の点灯制御実習 

・SW の応用 

－ 

第 24 回 

～ 

第 25 回 

SW【超】入門 

・第 22 回～第 23 回の実習の復習 ７．⑤ 

第 26 回 

～ 

第 28 回 

マイコンを用いた自由課題実習 

・これまでに学習したマイコンボード、センサー、通信、制御等の技

術を活用して、グループで自由に課題を設定して実習を行う 

－ 

第 29 回 

～ 

第 30 回 

マイコンを用いた自由課題実習の発表 

・第 26 回～第 28 回の実習について、グループごとに発表を行う － 

教科書 
『センサー・通信・制御』4 

農業 IT e ラーニング 

評価方法 実習の参加状況とグループ発表の内容で評価 

図表 15 農業 IT 基礎 シラバス 

  

                                                   
4 平成 26 年度事業で開発 
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2.2.3 農業 IT応用 

 「農業 IT 応用」は全 30 コマ 45 時間で構成した。「農業 IT 基礎」と同様に、履修条件と

して、実習への参加を義務付けている。成績は、実習への参加状況に基づいて評価する以下

にシラバスを掲載する。 

 

科目名 農業 IT 応用 コマ数 30 コマ（45 時間） 

科目概要 
農業 IT の応用として、GPS、リモートセンシング、GIS、太陽光発電に関する知

識と実践スキルを実習中心で修得する。 

履修条件 実習は必ず参加すること 

授業計画 

回 授業内容 e ラーニング 

第 1 回 
ガイダンス 

・授業内容の説明 ・実習の概要説明 
－ 

第 2 回 

～ 

第 5 回 

GPS 実習 

・GPS の解説 ・位置情報の形式 ・センテンスの意味 

・GPS ロガーの作成 ・マイコンボードの PIN アサイン 

・配線の解説 ・プログラムの解説 ・SD カードへの書き込み実習 

・Google Earth の活用 ・農業での活用 

－ 

第 7 回 

～ 

第 8 回 

GPS 

・第 2 回～第 5 回の実習の復習 ３．① 

第 9 回 

～ 

第 19 回 

リモートセンシング実習 

・リモートセンシングとは ・精密農業との関係 

・リモートセンシングの特徴 ・衛星データの解説 

・リモートセンシング処理の流れ ・衛星データの取得 

・USGS ユーザー登録 ・画像処理システムの解説  

・画像処理環境の準備 ・近赤外バンド画像の作成実習 

・トゥルーカラー画像の作成実習 ・フォルスカラー画像の作成実習 

・パンシャープン画像の作成実習  

・輝度温度疑似カラー画像の作成実習 ・植生指標画像の作成実習 

－ 

第 20 回 

～ 

第 22 回 

リモートセンシング 

・第 9 回～第 19 回の実習の復習 ４．①～⑦ 

第 23 回 

～ 

第 26 回 

GIS 実習 

・GIS の解説 ・GIS 利用環境の準備 ・データの取得 

・ラスターとベクター ・行政界データ表示実習 

・データの重ね合わせ実習 ・植生指標データの重ね合わせ実習 

・GIS の活用 

－ 

第 27 回 

～ 

GIS 

・第 23 回～第 26 回の実習の復習 
５．① 



24 

 

第 28 回 

第 29 回 

太陽光 

・太陽光発電の原理 ・太陽電池 ・変換効率 ・発電効率の維持 

・技術革新への期待 ・光飽和点 ・営農型太陽光発電 

・太陽光パネルの設置 ・売電のための設備 ・管理のための設備 

・売電収入 ・問題点 

６．①～② 

第 30 回 
まとめ 

・実習内容のまとめ ・質疑応答 
－ 

教科書 

『GPS』5 

『リモートセンシング』6 

『GIS』7 

農業 IT e ラーニング 

評価方法 実習の参加状況で評価 

図表 16 農業 IT 応用 シラバス 

 

 

 

 

 

 

  

                                                   
5 平成 26 年度事業で開発 
6 平成 26 年度事業で開発 
7 平成 26 年度事業で開発 
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第 3章 教材開発報告 

 本事業で開発した教材について報告する。 

 

3.1 教材開発の概要 

本事業では、前述のシラバスのうち、自己学習にて実施する授業回で使用するテキスト教

材と e ラーニング教材を、平成 26 年度事業で開発した教材も活用しながら開発した。教材

全体の学習想定時間は 40 時間である。 

以下は、各科目のシラバスのうち、本事業にて開発する教材を使用する授業回の一覧であ

る。 

 

科目名 授業回 授業内容 

アグリビジネス 

・オーバービュー 

（農業 IT 版） 

第 3 回 

農業の産業化① 

・農業の位置づけ ・農業の産業化  

・農業の産業化支援 

第 4 回 
農業の産業化② 

・農業の産業化の事例 

第 14 回 
農業機械④ 

・農業機械の事例（米選別機） 

第 16 回 

農業と気象② 

・公開気象データの利用  

・平均気温と日照時間のグラフ化 

第 20 回 

食品衛生② 

・食の安心・安全 ・JGAP ・HACCP ・SEICA 

・農産物のトレーサビリティと品質保証 

・病害虫総合的管理技術 IPM 

第 28 回 

精密農業 

・精密農業とは ・精密農業の作業サイクル 

・精密農業を支える要素技術 

・農家の意思決定を支援する柔軟な精密農業技術 

第 29 回 

スマート農業① 

・スマート農業とは ・農業改革の推進 

・スマート農業の位置付けと現状 

・トラクター等自動運転技術の事例 

第 30 回 
スマート農業② 

農業 IT③ 
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・農業 IT ガイダンス  

・農業 IT、精密農業、スマート農業の関係 

農業 IT 基礎 

第 4,5 回 
マイコン制御【超】入門 

・第 2 回～第 3 回の実習の復習 

第 8,9 回 
シリアル通信【超】入門 

・第 6 回～第 7 回の実習の復習 

第 12,13 回 
液晶表示器【超】入門 

・第 10 回～第 11 回の実習の復習 

第 16,17 回 
センサー【超】入門 

・第 14 回～第 15 回の実習の復習 

第 20,21 回 
デジタル温度計の開発 

・第 18 回～第 19 回の実習の復習 

第 24,25 回 

SW【超】入門 

・SW（スイッチ）の解説 

・システムの全体構成解説 ・配線の解説  

・SW による LED の点灯制御実習 ・SW の応用 

農業 IT 応用 

第 7,8 回 
GPS 

・第 2 回～第 5 回の実習の復習 

第 20~22 回 
リモートセンシング 

・第 9 回～第 19 回の実習の復習 

第 27,28 回 
GIS 

・第 23 回～第 26 回の実習の復習 

第 29 回 

太陽光 

・太陽光発電の原理 ・太陽電池 ・変換効率  

・発電効率の維持 ・技術革新への期待 ・光飽和点  

・営農型太陽光発電 ・太陽光パネルの設置  

・売電のための設備 ・管理のための設備 

・売電収入 ・問題点 

 

以下、テキスト教材および e ラーニング教材について、それぞれ報告する。 

 

 

3.2 テキスト教材の開発 

 本事業で開発したテキスト教材は、次節で報告する e ラーニング教材における講義コン

テンツにおいて、講義資料として活用することを目的としている。 
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本教材は、本校が平成 26 年度事業にて開発したテキスト教材を基として、カリキュラム

に合わせて、新たに解説を記述し、資料を追加する等して開発した。これにより、内容の充

実化を図り、講義動画における解説や受講者の自己学習で活用することができる内容へと

発展させることができた。 

 

 本教材は、PowerPoint 形式のスライドで全 680 ページ程度となっており、大きく、「1. ア

グリビジネス・オーバービュー」、「2. マイコン制御【超】入門」、「3. GPS」、「4. リモート

センシング」、「5. GIS」、「6. 農業 IT 応用：ソーラー発電」、「7. 農業 IT 基礎」の 7 章で構

成される。 

 以下に本教材の構成の詳細を掲載する。なお、教材は巻末の付録に掲載する。 

 

1.アグリビジネス・オーバービュー 

 001 農業の位置づけ 

 002 農業の産業化 

 003 農業の産業化支援 

 004 農業産業化の事例 

 005 農業機械 

 006 農業と気象 

 007 食の安心・安全 

 008 精密農業 

 009-1 スマート農業 

 009-2 スマート農業 後編 

 010 農業 IT 

2.マイコン制御【超】入門 

 101 マイコン制御【超】入門 

 102 マイコン制御【超】入門 その２ 

 103 マイコン制御【超】入門 その３ 

3. GPS 

 104 GPS 

4. リモートセンシング 

 105 リモートセンシング 

5. GIS 

 106 GIS 

6.農業 IT 応用：ソーラー発電 

 107-0 太陽光発電の原理 

 107-1 太陽光の利用 ソーラーシェアリング 
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7.農業 IT 基礎 

 108 シリアル通信 【超】入門 

 109 液晶表示器【超】入門 

 110 センサー【超】入門 

 111 デジタル温度計の開発 

 112 SW【超】入門 

図表 17 テキスト教材構成 

 

3.3 e ラーニング教材の開発 

 本事業で開発した e ラーニング教材は、総計約 9 時間の講義の映像を収録した講義コン

テンツ合計 30 本で構成される。コンテンツの内容は、基本的には前節で述べたテキスト教

材に基づいた解説となっている。それに加えて、農業 IT が実際に活用されている場面の映

像の収録を別途行っており、図表 19 および図表 20 で示すように、講義コンテンツの中で

その映像を農業 IT 事例に関連する資料として示して解説を交えながら紹介した。 

 

 本教材のメニュー構成は次の通りである。 

 

1.アグリビジネス・オーバービュー 

 ①農業の位置づけ 

 ②農業の産業化 

 ③農業の産業化支援 

 ④農業産業化の事例 

 ⑤農業機械 

 ⑥農業と気象 

 ⑦食の安心・安全 

 ⑧精密農業 

 ⑨スマート農業 

 ⑩スマート農業 後編 

 ⑪農業 IT 

2.マイコン制御【超】入門 

 ①マイコン制御【超】入門 

 ②マイコン制御【超】入門その２ 

 ③マイコン制御【超】入門その３ 

3.GPS 

 ①GPS 

4.リモートセンシング 
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 ①リモートセンシングその１  

   データ取得まで 

 ②リモートセンシングその２ 

   コラム：最新 USGS とユーザー登録 

 ③リモートセンシングその３ 

   GRASS 入手とインストール 

 ④リモートセンシングその４ 

   近赤外とトゥルーカラー画像の作成 

 ⑤リモートセンシングその５ 

  フォルスカラー画像の作成 

 ⑥リモートセンシングその６ 

  パンシャープンと輝度温度疑似カラー 

 ⑦リモートセンシングその７ 

  植生指標画像作成 

5.GIS 

 ①GIS 

6.太陽光 

 ①太陽光発電の原理 

 ②太陽光の利用 ソーラーシェアリング 

7.農業 IT 基礎 

 ①シリアル通信【超】入門 

 ②液晶表示器【超】入門 

 ③センサー【超】入門 

 ④デジタル温度計の開発 

 ⑤SW【超】入門 

図表 18 e ラーニング教材メニュー構成 
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 以下に、実際の講義コンテンツの例を掲載する。 

 

 

図表 19 1-⑤ 農業機械 

 

 

 

図表 20 1-⑨ スマート農業 
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図表 21  2-① マイコン制御【超】入門 

 

 

 

図表 22 3-① GPS 
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図表 23 4-③ リモートセンシングその３ GRASS 入手とインストール 

 

 

 

図表 24 5-① GIS 
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図表 25 6-② 太陽光の利用 ソーラーシェアリング 

 

 

 

図表 26 7-③ センサー【超】入門 
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3.3.1 講義コンテンツの内容 

 本事業で開発した 30 本の講義コンテンツについて、各講義内容の概略を以下に示す。 

 

3.3.1.1 農業の位置づけ 

 「アグリビジネス」の分野は、「農業」色の濃いビジネス分野と思われがちだが、アグリ

ビジネスは様々な産業で構成されていて、「農業」はその一部を構成する産業の一つに過ぎ

ない。「農業 IT」を学ぶ方々が理解しておくべき、「農業」という産業と、それに関連する

産業、アグリビジネス全体の中の位置取りを解説する。 

 

3.3.1.2 農業の産業化 

 農の営みは、経済の発展とともに自給自足的な【農】から【商品生産・販売】を行う【商

業的農業】へと変化してきた。最近では、【企業的事業経営】に発展し【工業的な生産】を

行う農業法人もある。これらの流れを概観し、実例を挙げながら、農業の産業化への取り組

みを解説する。 

 

3.3.1.3 農業の産業化支援 

 農業の将来を展望し、若い人材の参入と収益性を高めて国を支える産業とする為の環境

整備が求められている。経済産業省が設置した農業産業化支援ワーキンググループの検討

内容を、豊富な事例とともに解説する。 

 

3.3.1.4 農業産業化の事例 

 農業の産業化支援について、さらに事例を紹介し解説を行う。 

 

3.3.1.5 農業機械 その 1  

 農業、特に米作を行う農家でよく見られる農業機械を例に挙げて、農業で活用されている

機械の仕組み（一例）を解説する。さらに、もし「自分がその機械を開発するならばどのよ

うにするだろうか？」と、【農業 IT 技術者】としての視点で考える時間を提供する。 

    

3.3.1.6 農業と気象 

 農業と気象は密接な関係があることは、周知の事実である。ここでは、広く一般に公開さ

れている気象データを農業に活用する方法を解説し、実習を行う。 

 

3.3.1.7 食の安心・安全 

 日本の農産物や食品生産の【安心・安全】を確保するために、様々な手法やシステムが研

究・開発されている。ここでは、実際に使われているシステム・手法を取り上げて、その特

徴を説明する。 
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3.3.1.8 精密農業 

 「精密農業」の定義と、それを支える要素技術を説明する。また精密農業のために開発さ

れているツールの事例を概説する。 

 

3.3.1.9 スマート農業 

 「スマート農業」とは何か、精密農業との違いはどこかということについて説明する。日

本のスマート農業が目指すところや目的等を解説し、実際に開発が進んでいる農業機械の

自動化とその利用について実例を挙げながら説明する。 

 

3.3.1.10 スマート農業 後半 

 引き続き、スマート農業について事例を紹介しながら、解説する。 

 

3.3.1.11 マイコン制御 超入門 

 「農業 IT 技術者」として当然理解しておくべき制御技術の中に、マイコン制御がある。

この講座では、基礎的な技術学習のための実習キットを用いて、マイコン制御のイロハを解

説する。このコンテンツはその入門編という位置づけである。 

 

3.3.1.12 マイコン制御 超入門 その２ 

 農業 IT 向けマイコン制御は、出来合いのものを取り揃えてできる場合もあるが、それな

りの費用が掛かる。農業 IT 技術者が自分で実現できるスキルを持てるようにする為の第一

歩を解説する。そこでは、マイコンの外部に信号を取り出す方法を、丁寧に解説し、受講者

が誰でも実現できるように導く。このコンテンツは、難易度としては簡単な内容ではあるが、

取り組みながら、あるいはその後に、意味合いを熟考することで、その応用性や発展性の幅

広さに気付くことができる内容である。 

 

3.3.1.13 マイコン制御 超入門 その３ 

簡単な LED の ON/OFF 制御を Ethernet で拡張子、無線 LAN 接続する事例を、ビデオ

を使って解説する。これからの農業 IT 制御では、無線を使う場合が多くなることが想定さ

れる。その到達点の一つを、実例を紹介しながら示す。 

 

3.3.1.14 GPS 

 精密農業やスマート農業では、高精度の位置情報を取得することが不可欠である。そのた

めには、GPS モジュールの利用が求められる。入手しやすい GPS モジュールを利用して、

移動経路情報を記録するシステムの開発手順を解説する。さらに、受講者が実際に GPS 衛

星からの測位情報を受信して航空写真上に移動経路を描く実験を行うことができるように
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導きながら、GPS の利用方法の例を説明する。 

 

3.3.1.15 リモートセンシング 001 データ取得まで 

 リモートセンシング技術について説明し、実際の利用方法を LANDSAT8 のデータを活

用しながら学習する。「リモートセンシング」をテーマとした講義は長時間に及ぶため、複

数に分割して解説している。このコンテンツでは LANDSAT8 のデータを取得するところ

までを説明する。 

 

 

3.3.1.16 リモートセンシング 002 コラム最新 USGS とユーザー登録 

 引き続き、「リモートセンシング」について解説する。ここでは、リモートセンシングの

データを取得する際に利用するアメリカ地質調査所を紹介し、LANDSAT8 のデータを実際

に取得する際に必要なユーザー登録の具体的な手順を説明して、受講者自らが自由にデー

タの利用を行えるようにする。 

 

 

3.3.1.17 リモートセンシング 003 GRASS 入手とインストール 

 引き続き、「リモートセンシング」について解説する。ここでは、LANDSAT8 のデータ

を様々に加工・処理して必要な画像を作り出すために用いる GRASS というシステムの入

手と利用環境の設定について説明する。 

 

3.3.1.18 リモートセンシング 004 近赤外とトゥルーカラー画像の作成 

 引き続き、「リモートセンシング」について解説する。ここでは、LANDSAT8 のデータ

を実際に使って、近赤外画像とトゥルーカラー画像を作る手順を説明する。 

 

3.3.1.19 リモートセンシング 005 フォルスカラー画像の作成 

 引き続き、「リモートセンシング」について解説する。ここでは、LANDSAT8 のデータ

を実際に使って、フォルスカラー画像を作る手順を説明する。 

 

3.3.1.20 リモートセンシング 006 パンシャープン と 輝度温度疑似カラー 

 引き続き、「リモートセンシング」について解説する。ここでは、LANDSAT8 のデータ

を実際に使って、パンシャープン画像（高解像度画像）と輝度温度疑似カラー画像を作る手

順を説明する。 

 

3.3.1.21 リモートセンシング 007 植生指標画像作成 

 引き続き、「リモートセンシング」について解説する。ここでは、LANDSAT8 のデータ
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を実際に使った集大成として、植生指標画像を作成する。この画像は、後のコンテンツ「GIS」

で利用する。 

 

3.3.1.22 GIS 

 地理情報システムを使いながら、その利用方法を簡潔に説明する。事前に作成したリモー

トセンシングの成果である「植生指標」の画像を GIS システムに取込んで、公開されてい

る国土地理院のデータとの重ね合わせを行い、解像度の違いを確認する手順を解説する。 

 

3.3.1.23 太陽光発電の原理 

 太陽光発電の原理を分かりやすく解説し、豊富な環境エネルギーの利用について考える。 

 

3.3.1.24 太陽光の利用 

 農業は大いに太陽光を利用するが、近年では「ソーラーシェアリング」という技術が開発・

公開され、注目を集めている。その仕組みを理解し、どのようにすれば、さらに農業の効率

の向上につなげることができるかを考える。 

 

3.3.1.25 シリアル通信 超入門 

 農業 IT では、マイコン制御技術が大いに貢献するが、マイコン単体ではシステムとして

完結できない場合も多くある。それは例えば、大量のデータを記録し統計などを行う必要が

ある場合である。また、１つのマイコンシステムでは実現できない複雑なシステムの場合は、

複数のマイコンシステムや PC などが協調して稼働しなければならない。このような場合に

は、システム同士が相互に情報交換を行う必要がある。そのような時に大いに役立つ通信技

術の基本スキルとして、シリアル通信について解説する。 

 

3.3.1.26 液晶表示器 超入門 

 マイコン単体では、環境情報やシステムの状態等を外部に表示することができない。そこ

で必要となる表示器のうち、取扱いしやすい液晶表示器を実習教材として、利用方法を解説

する。 

 

3.3.1.27 センサー 超入門 

 農業では、気温や水温など、温度を計測する場面が多くある。その時役立つ温度センサー

の利用方法を解説する。 

 

3.3.1.28 デジタル温度計の開発 

 温度センサーと表示器を組み合わせて、デジタル温度計を開発する手順を解説する。本コ

ンテンツを通じて出来上がったデジタル温度計は、通信機能などを付加すれば、農業 IT シ
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ステムの一つに組み込むことが可能である。 

 

3.3.1.29 SW（スイッチ）超入門 

 マイコン制御では、押釦スイッチの利用を必要とする場面が多く存在する。そこで、基本

的な SW の使い方について解説する。 

 

3.3.1.30 農業 IT 

 「農業 IT ガイダンス」として農業 IT を制御系と情報系に区分整理し、本事業の一連の

講義コンテンツがどの区分に入るか、また全体のバランスなどを説明する。 
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3.3.2 講義コンテンツ制作環境 

 本事業で講義コンテンツを開発するにあたっては、次の図に示すように、テキスト教材と

講師映像をパソコンに取り込み、合成することで、講師と資料をオーバーラップさせた動画

を制作できる機材を利用した。 

 

 

 

 

図表 27 講義コンテンツ制作環境イメージ 

 

 

本機材を使用することで、講師は講義の中で、ポイントとなる箇所を指し示したり、ボ

ディーランゲージを取り入れたりすることができる。これにより、本コンテンツは、e ラ

ーニング教材でありながら、スクーリングで講義を受講する状況に近い臨場感を実現して

おり、学習者はある程度の緊張感を保ちながら、自己学習を進めることができる。 

 

 

 

 

 

テキスト教材（PPT スライド） 講師映像 

取込 取込 

講義コンテンツ 

合成 
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3.3.3 e ラーニング教材運用環境の整備 

前述した e ラーニング教材を運用するため、本事業では、まず、オープンソースソフトウ

ェアである SNS 構築ソフトウェア「OpenPNE」を利用した e ラーニング学習用の SNS を

調達した。この e ラーニング学習用 SNS 上に、講義コンテンツや関連資料等を配置するこ

とで、e ラーニング教材を運用するための環境を整備した。以下に、本環境の利用手順を示

す。 

 

 

3.3.3.1 利用手順① アカウント登録 

 本環境を利用するためには、本事業で調達した SNS サイトへのアカウント登録が必要と

なる。アカウント登録を行うためにはメールアドレスが必要となる。本校に対し利用申請を

行い、メールアドレスを提出すると、当該 SNS へのアクセスするための URL が届く。こ

の URL から、アカウント登録を行う。 

 

 

3.3.3.2 利用手順② ログイン 

 アカウント登録後、e ラーニング学習用 SNS（URL：http://optestlink.sakura.ne.jp/ 

op3sns/web/diary/20）にアクセスすると、下図のような画面が表示される。ここに、登録

したメールアドレスおよびパスワードを入力する。 

 

 

図表 28 e ラーニング学習用 SNS ログイン画面 
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3.3.3.3 利用手順③ 学習項目の選択 

 ログインが完了すると、次の図に示すようなカリキュラムメニューが表示される。ここで

は、利用可能な全ての e ラーニング教材の項目名と URL が列記されており、また、各項目

に複数のキーワードが設定されている。このキーワードは、その項目の学習内容における中

心的なテーマとなる用語を選出している。利用者は、これらの項目名またはキーワードを見

て、自身が学習したい項目を選び、URL にアクセスする。 

 

 

図表 29 カリキュラムメニュー画面 

 

 

3.3.3.4 利用手順④ 学習の実施 

 上記手順で学習項目の URL にアクセスすると、次の図のような学習画面が表示され

る。この画面には、講義動画のほか、動画内で使用するスライドのダウンロード URL

と、カリキュラムメニューへ戻るための URL が掲載されている。 

 

 動画を視聴する際には、動画の下に配置された「停止」「再生」「高速再生」「倍速」の

ボタンを押すことで、任意のタイミングで再生の開始停止を行ったり、再生速度を調整し

たりすることができる。また、動画の画面サイズについても、動画枠内右下の全画面表示

ボタンを押すことで、縮小画面表示と全画面表示の 2 段階を任意に切り替えることができ

る。 
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図表 30 学習画面 
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第 3部 教育プログラム実施報告 

第 1章 実施目的 

 本事業において開発した教育プログラムおよび教材の教育効果を検証することを目的と

して、実証講座を実施し、講座後の授業アンケートによりその評価を行った。 

 

なお、本事業の実証講座は、集合学習を 2 日間実施した。その際、集合学習と e ラーニン

グによる自己学習を交えた形の実施形態の妥当性を検証するため、集合学習 1 日目と集合

学習 2 日目の間に、約 2 週間の自己学習期間を設け、その教育効果についても評価を行っ

た。 

 

これらの結果を踏まえて、本教育プログラムの改良方針や活用方法を明らかにし、次年度

以降の活動につなげていく。 

 

また、本講座の様子を映像で記録し、e ラーニング教材のコンテンツのひとつとして視聴

できるようにした。これは、受講者がスクーリングにおける授業内容や授業の様子を把握す

るための補助教材という位置づけであるが、他にも、他の専門学校や講師が本教育プログラ

ムを運用する際に、講義の進め方の参考資料としても活用できる。 
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第 2章 実施報告 

2.1 実施日時・場所 

本校の教室にて、平成 27 年 12 月 21 日（月）、平成 28 年 1 月 8 日（金）の 2 日間で、

各日 3 時間の集合学習を実施した。また、集合学習 1 日目と 2 日目の間の約 2 週間では、

本事業で開発した e ラーニング教材を用いて、自己学習が実施された。 

 

実施項目 日程 時間 場所 

集合学習 1 日目 平成 27 年 12 月 21 日（月） 13：00～16：00 本校教室 

自己学習 

平成 27 年 12 月 22 日（火） 

～ 

平成 28 年 01 月 07 日（木） 

― ― 

集合学習 2 日目 平成 28 年 01 月 08 日（金） 13：00～16：00 本校教室 

図表 31 実証講座の実施日時・場所 

 

 

2.2 対象者 

IT 系企業等に勤める社会人を対象として実施した。参加者は、集合学習 1 日目が 17 名、 

集合学習 2 日目が 14 名である。 

 

 

2.3 実施内容 

 本講座では、講義と実習を組み合わせて実施内容を構成している。 

集合学習 1 日目は、講義を中心に構成した。その中では、農業と IT の関係を中心的なテ

ーマとして、実際の農業における IT の活用事例の動画等を用いて紹介しながら、講義を進

めた。e ラーニングによる自己学習期間では、集合学習 1 日目の復習を目的としたため、本

事業で開発した講義コンテンツのうち、集合学習 1 日目の実施項目に関連する部分を抽出

し、学習対象項目とした。集合学習 2 日目では、後述の「農業 IT 実習キットⅠ」を用いて、

農業に資する簡易的かつ実践的な制御システムの構築をテーマに、実習を行った。 

次の表に、実施項目を示す。 
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あ  

日付 時間 内容 

集合学習 1 日目 

12 月 21 日（月） 

13:00~14:10 第 1 部 アグリビジネスと農業（講義） 

  アグリビジネスと農業の位置づけ 

 農業 IT の分類 

 精密農業 

 精密農業と農業 IT の関係 

 精密農業のツールの例 

 スマート農業 

 スマート*9-農業と精密農業の関係 

 トラクター等自動運転技術の事例 

14:10~14:15 休憩 

14:15~15:00 第 2 部 農業機械（講義） 

  米の自動選別機の事例 

 コンバインの事例 

 フォークリフトの事例 

15:00~15:40 第 3 部 農業と気象（講義・実習） 

  積算温度 

 気象情報 

 積算温度から出水日と収穫日を算出（課題） 

 集合学習 2 日目の予告 

15:40~16:00 アンケート 

e ラーニングによる 

自己学習期間 

12 月 22 日（火） 

～ 

1 月 7 日（木） 

総計 10 時間

程度を想定 

○ アグリビジネス・オーバービュー（講義形式） 

  農業の位置づけ 

 食の安心・安全 

 精密農業 

 農業 IT 

○ リモートセンシング（実習形式） 

  リモートセンシングの処理の流れ 

 衛生データの取得 

 各種画像の作成 

 植生指標画像の作成 

○ ソーラー発電（講義形式） 

  地球光発電の原理 

集合学習 2 日目 13:00~15:30 第 1 部 マイコンによる農業制御実習（実習） 
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1 月 8 日（金）   実習キットの解説 

 Arduino UNO の解説 

 Arduino IDE の解説 

 LED 点滅のサンプルプログラムの実行 

 抵抗のカラーコード 

 ブレッドボードの配線マイコンから PC の制御

（シリアル通信） 

 液晶表示器への表示 

 ボリュームの利用 

 温度センサーの利用 

 デジタル温度計の開発 

15:30~15:40 確認テスト 

15:40~16:00 アンケート 

講師：原田 賢一 委員（有限会社ワイズマン） 

図表 32 実証講座の実施内容 

 

 

2.4 使用した教材 

 

2.4.1 集合学習 1日目 

2.4.1.1 第 1部 アグリビジネスと農業 

 本事業で開発したテキスト教材『001 農業の位置づけ』、『009-1 スマート農業 前編』、

『009-2 スマート農業 後編』の一部を抽出して使用した。 

 

2.4.1.2 第 2部 農業機械 

 本事業で開発したテキスト教材『005 農業機械 その 1』の一部を抽出して使用した。そ

のほか、様々な農業機械の動作シーンを収録した動画を紹介した。 

 

2.4.1.3 第 3部 農業と気象 

 本事業で開発したテキスト教材『006 農業と気象』の一部を抽出して使用した。 

 

2.4.2 自己学習 

 本業で開発した e ラーニング教材のうち、集合学習 1 日目の学習内容に関連する『1. ア

グリビジネス・オーバービュー』『4. リモートセンシング』『6. 農業 IT 応用：ソーラー発

電』の一部を使用した。 
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2.4.3 集合学習 2日目 

2.4.3.1 第 1部 マイコンによる農業制御実習 

 本事業で開発したテキスト教材『101 マイコン制御 超入門』、『102 マイコン制御 超入

門 その 2』、『103 マイコン制御 超入門 その 3』の一部を抽出して使用したほか、参考資

料として以下の 4 点を配布した。テキスト教材および参考資料は巻末に掲載する。 

 

 ・Arduino はやみ表 ver1.2 by 武蔵野電波 

 ・ARDUINO UNO PINOUT DIAGRAM 

 ・LCD キャラクタコード表 

 ・サンプルソース③ 109_lcd_001 

 

 また、実習用教材として、『農業 IT 実習キットⅠ』を調達し、使用した。本実習用教材の

内訳は以下の通りである。 

  

 ・抵抗（470Ω） 

 ・抵抗（10KΩ） 

 ・可編抵抗（50KΩ） 

 ・LED（赤） 

 ・ジャンパー線 

 ・温度センサー（LM61CIZ） 

 ・ブレッドボード 

 ・液晶表示器 

 ・Arduino UNO USB ケーブル 

 

 

図表 33 農業 IT 実習キットⅠ 
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2.4.3.2 確認テスト 

 本講座全体の内容に対する理解度を測定するため、確認テストを作成し、実施した。各設

問は集合学習 1 日目および 2 日目、e ラーニングによる自己学習における学習内容をベース

として作成されている。 

 以下に確認テストを掲載する。 

  

 

図表 34 確認テスト 
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2.5 実施の様子 

 

2.5.1 集合学習 1日目 

2.5.1.1 第 1部 アグリビジネスと農業 

 

図表 35 アグリビジネスと農業① 

 

 

 

図表 36 アグリビジネスと農業② 



50 

 

 

2.5.1.2 第 2部 農業機械 

 

図表 37 農業機械① 

 

 

 

図表 38 農業機械② 
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2.5.1.3 第 3部 農業と気象 

 

図表 39 農業と気象① 

 

 

 

図表 40 農業と気象② 
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2.5.3 集合学習 2日目 

2.5. 3.1 第 1部 マイコンによる農業制御実習 

 

図表 41 マイコンによる農業制御実習① 

 

 

 

図表 42 マイコンによる農業制御実習② 
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図表 43 マイコンによる農業制御実習① 

 

 

 

図表 44 マイコンによる農業制御実習② 
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2.6 授業アンケートの結果 

 本教育プログラムの妥当性を検証するために、受講者へ授業アンケートを実施した。以下

に、「集合学習 1 日目に対するアンケート結果」「e ラーニングによる自己学習に対するアン

ケート結果」、「集合学習 2 日目に対するアンケート結果」の 3 項目にわけて、集計結果を

報告する。 

 

2.6.1 集合学習 1日目に対するアンケート結果 

 

[設問 1] 

あなたの職種は次のどれに該当しますか。 

 

 

図表 45 受講者の職種 

 

本講座の参加者は、ソフトウェア開発系が多かった。 

 

  

2

1

0

0

5

2

0

0

0

3

0

0

0 1 2 3 4 5 6

(12)その他

(11)エデュケーション

(10)ITサービスマネジメント

(9)カスタマサービス

(8)ソフトウェアデベロップメント

(7)アプリケーションスペシャリスト

(6)ITスペシャリスト

(5)プロジェクトマネジメント

(4)ITアーキテクト

(3)コンサルタント

(2)セールス

(1)マーケティング

受講者の職種
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[設問 2] 

本日の授業内容はわかりやすかったですか。 

 

 とてもわかり

やすかった 

わかりやすか

った 

どちらでもな

い 

わかりにくか

った 

とてもわかり

にくかった 

1.アグリビジネス

と農業 
7 人 7 人 1 人 0 人 0 人 

2.農業と気象 8 人 6 人 1 人 0 人 0 人 

3.農業機械 9 人 4 人 2 人 0 人 0 人 

4.スマート農業 8 人 7 人 0 人 0 人 0 人 

図表 46 授業内容のわかりやすさ（1 日目） 

 

 

図表 47 授業内容のわかりやすさ（1 日目） 

 

各項目とも、ほぼ全員が「とてもわかりやすかった」「わかりやすかった」と回答して

いる。 

  

8

9

8

7

7

4

6

7

0

2

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.スマート農業

3.農業機械

2.農業と気象

1.アグリビジネスと農業

授業内容のわかりやすさ

とてもわかりやすかった わかりやすかった どちらでもない

わかりにくかった とてもわかりにくかった
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[設問 3] 

本日の授業内容に興味は持てましたか。 

 

 とても興味を

持った 

興味を持った どちらでもな

い 

あまり興味を

持てなかった 

全く興味を持

てなかった 

1.アグリビジネス

と農業 
2 人 11 人 2 人 0 人 0 人 

2.農業と気象 6 人 8 人 1 人 0 人 0 人 

3.農業機械 6 人 7 人 2 人 0 人 0 人 

4.スマート農業 8 人 6 人 1 人 0 人 0 人 

図表 48 授業内容への興味（1 日目） 

 

 

図表 49 授業内容のわかりやすさ（1 日目） 

 

 各項目とも、ほぼ全員が「とても興味を持った」「興味を持った」と回答している。特

に、実際の農業 IT 事例を動画で紹介した「スマート農業」では、「とても興味を持った」

の比率が高い。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.スマート農業

3.農業機械

2.農業と気象
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授業内容への興味

とても興味をもった 興味を持った どちらでもない
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[設問 4] 

本日の授業内容で最も勉強になったことは何ですか。 

 

 上記の質問に対し、以下の 9 件の回答が寄せられた。 

 

 農業の世界で既に大型の機械が数多く働いているということです。まだまだ改善の余地

も感じていましたし、今後の発展や技術の進歩でどのように変わってくるのか興味がわ

きました。 

 農業と IT が今後どのように係わっていくのか興味を持てたことが良かった。 

 農業で IT が予想以上に利活用されていることが勉強になった。 

 農業機械がとても大事ということと、そのおもしろさについて良く分かるようになりま

した。 

 農業に様々な IT を活用するシーンがあったことを知りました。 

 様々な機械が使われていること。自動運転の精度が非常に高いこと(例トラクターで

2cm)。とても勉強になりました。 

 米の選別機について 

 行政と農業の関係などが少しわかった。 

 気象庁サイトに有用なデータが掲載されていること。 

 

 農業 IT に対する興味関心を持ったという意見が多く寄せられた。その中でも特に、実

際に導入されている先進的な機械の事例に対して関心を持ったことが伺える。 
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[設問 5] 

本日の授業の感想をご自由にご記入ください。 

 

 上記の質問に対し、以下の 7 件の回答が寄せられた。 

 

 普段農業に直接関わることがないので、知らないことの多さに気付かされました。今後

若い人が興味をもつような格好良いものに変わっていくのではないかと感じています。 

 農業については、知らない事ばかりなので話を聞けて良かったです。 

 お米の光選別機やトラクタ自動運転等の動画があり、とても理解しやすかった。 

 普段見られないものが見られ興味深かった。次回のセンサー実習に期待しております。 

 1 人でも農業ができるので、いつか農業をやって見たいです。2 日目の実習も楽しみで

す。 

 農業経営には設備負担の課題が大きいと感じました。 

 マイコンによる制御についてさらに学びたいと感じました。 

 

 農業に興味を持ったという意見や、やってみたいという意見があり、本講座を通じて農

業への興味関心を喚起できたことが伺える。 
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2.6.2 e ラーニング学習に対するアンケート結果 

[設問 1] 

e ラーニングの以下の学習項目について、どれくらい学習しましたか。 

 

学習項目 ほぼ全て 半分程度 それ未満 

①農業の位置づけ 12 人 2 人 0 人 

②食の安心・安全 12 人 2 人 0 人 

③精密農業 11 人 3 人 0 人 

④農業 IT 11 人 3 人 0 人 

⑤リモートセンシング 6 人 4 人 4 人 

⑥太陽光発電の原理 11 人 2 人 1 人 

図表 50 e ラーニング学習の実績 

 

 

図表 51 e ラーニング学習の実績 

 

講義コンテンツを視聴しながら実習を行う形式であった「リモートセンシング」は、

「半分程度」「それ未満」という回答が半数を超えた。他の項目は「ほぼ全て」という回

答が大半を占めた。  
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[設問 2] 

e ラーニングの以下の学習項目はわかりやすかったですか。 

 

 とてもわかり

やすかった 

わかりやすか

った 

どちらでもな

い 

わかりにくか

った 

とてもわかり

にくかった 

①農業の位置づけ 6 人 8 人 0 人 0 人 0 人 

②食の安心・安全 7 人 4 人 2 人 1 人 0 人 

③精密農業 6 人 7 人 1 人 0 人 0 人 

④農業 IT 4 人 10 人 0 人 0 人 0 人 

⑤リモートセンシング 3 人 7 人 3 人 1 人 0 人 

⑥太陽光発電の原理 5 人 7 人 2 人 0 人 0 人 

図表 52 学習内容のわかりやすさ（e ラーニング） 

 

 

図表 53 学習内容のわかりやすさ（e ラーニング） 

 

各項目とも、ほぼ全ての回答が「とてもわかりやすかった」「わかりやすかった」で占

められている。 
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[設問 3] 

e ラーニングの以下の学習項目興味は持てましたか。 

 

 とても興味を

持った 

興味を持った どちらでもな

い 

あまり興味を

持てなかった 

全く興味を持

てなかった 

①農業の位置づけ 3 人 9 人 2 人 0 人 0 人 

②食の安心・安全 4 人 7 人 3 人 0 人 0 人 

③精密農業 8 人 6 人 0 人 0 人 0 人 

④農業 IT 9 人 5 人 0 人 0 人 0 人 

⑤リモートセンシング 5 人 5 人 2 人 2 人 0 人 

⑥太陽光発電の原理 5 人 6 人 3 人 0 人 0 人 

図表 54 学習内容への興味（e ラーニング） 

 

 

図表 55 学習内容への興味（e ラーニング） 

 

各項目で「とても興味を持った」「興味を持った」という回答が大半を占めた。特に、

ツールの事例の紹介が中心である「精密農業」と、農業 IT の区分やそれに対応した本事

業のコンテンツの分類等を説明した「農業 IT」について、「とても興味を持った」の比率

が高い。  
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[設問 4] 

e ラーニングの総学習時間はどの程度でしたか。 

 

項目 回答数 

0～2 時間 3 人 

3～4 時間 4 人 

5～6 時間 3 人 

7～8 時間 3 人 

9～10 時間 1 人 

図表 56 e ラーニングの総学習時間 

 

 

図表 57 e ラーニングの総学習時間 

 

 

本講座の企画時では、e ラーニングによる自己学習時間は 10 時間程度を想定していた

が、それよりも学習時間が短い受講者がほとんどであった。平均は 4.9 時間程度である。 
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[設問 5] 

e ラーニングのご利用環境について、OS とブラウザのそれぞれをお答えください。 

 

【OS】 

 

項目 回答数 

Windows 10 3 人 

Windows 8.X 4 人 

Windows 7 5 人 

Windouws Vista 0 人 

Mac OS 2 人 

Linux 0 人 

その他 0 人 

図表 58 e ラーニングの利用環境（OS） 

 

 

図表 59 e ラーニングの利用環境（OS） 
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【ブラウザ】 

 

項目 回答数 

Internet Explorer 3 人 

Microsoft Edge 1 人 

Firefox 2 人 

Chrome 7 人 

Safari 1 人 

Opera 0 人 

その他 0 人 

図表 60 e ラーニングの利用環境（ブラウザ） 

 

 

図表 61 e ラーニングの利用環境（ブラウザ） 

 

受講者の e ラーニング利用環境は、OS は windows が多く、ブラウザは Chrome が多か

った。 
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[設問 6] 

e ラーニングの以下の機能は正常に動作しましたか。 

 

機能 
正常に動作した 動作したりしな

かったりした 

全く動作しなか

った 

使わなかった 

ビデオの高速再生 8 人 0 人 3 人 3 人 

ビデオの倍速再生 9 人 0 人 3 人 2 人 

ビデオの全画面表示 12 人 0 人 0 人 2 人 

図表 62 e ラーニングの機能の動作 

 

 

図表 63  e ラーニングの機能の動作 

 

 

いずれの項目も「正常に動作した」という回答が多いが、高速再生および倍速再生につ

いて、「全く動作しなかった」という回答が 3 人ずつあった。動作不良の原因の特定・解

消、または動作環境の明示等の対応が今後の課題である。 
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[設問 7] 

e ラーニングの学習内容、システム等に関し、ご意見・ご感想などがありましたら、ご

自由にご記入ください。 

 

 上記の質問に対し、以下の 7 件の回答が寄せられた。 

 

【学習内容に関する意見】 

 ただビデオ、テキストを見ながら勉強するより何かの課題を与えて、それを解決しなが

ら勉強した方がもっと楽しいと思います（時間的に余裕があれば） 

 ビデオの内容の確認テストがあると良い。またその結果を保存して報告できると良い。 

 Landsat 画像データ編集は大変面白かった。変換式やツールについてはもう少しその意

味や使い方を踏み込んで理解したいと感じた。一方で、これが農業にどう活かせるのか

は分からなかった。 

 

【e ラーニングシステムの機能に関する意見】 

 ブラウザによって異なるのかもしれませんが、動画の大きさが小さいか全画面の 2 択し

かないのが少し不便でした。通常の動画サイズがもう少し大きいと見やすいです。リモ

ートセンシングは実習を行う場合の解説でしたので、動画を見ながら操作しないとピン

とこない内容でしたので、尚更もう少し大きな画面で操作しながら見られると良かった

です。 

 「農業 IT」は音声が出なかった。スライドを読まれているだけのところが結構あった

ように感じられたので、そういうところはむしろ資料で提示していただけるともう少し

時間が短くすむかも。他は興味深く聞けました。 

 倍速が出来なかったので、時間がかかった。終わりまで見るとまた、最初に戻っていて

気付かずに 2 回見ていた。 

 

【その他】 

 OpenPNE で動画の表示方法があるのは勉強になりました。 

 

 

 学習内容について、課題に取り組みながら進めたい、確認テストを行いたい等の希望が

あった。また、e ラーニングのシステムについて、画面サイズに関する要望や動作不良に

関する報告等があった。 
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2.6.3 集合学習 2日目に対するアンケート結果 

 

[設問 1] 

本日の授業内容はわかりやすかったですか。 

 

 とてもわかり

やすかった 

わかりやすか

った 

どちらでもな

い 

わかりにくか

った 

とてもわかり

にくかった 

マイコンによる農

業制御実習 
9 人 4 人 0 人 1 人 0 人 

図表 64 授業内容のわかりやすさ（2 日目） 

 

 

図表 65 授業内容のわかりやすさ（2 日目） 

 

受講者のほぼ全員が授業内容について「とてもわかりやすかった」「わかりやすかっ

た」と回答した。 

  

(1)とてもわか

りやすかった, 9

(2)わかりやす

かった, 4

(3)どちらでも

ない, 0

(4)わかりにく

かった, 1

(5)とてもわか

りにくかった, 0

授業内容のわかりやすさ
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[設問 3] 

本日の授業内容に興味は持てましたか。 

 

 とても興味を

持った 

興味を持った どちらでもな

い 

あまり興味を

持てなかった 

全く興味を持

てなかった 

マイコンによる農

業制御実習 
10 人 2 人 2 人 0 人 0 人 

図表 66 授業内容への興味（2 日目） 

 

 

図表 67 授業内容のわかりやすさ（2 日目） 

 

 受講者のほぼ全員が授業内容について「とても興味を持った」「興味を持った」と回答

した。 

  

(1)とても興味

を持った, 10

(2)興味を持っ

た, 2

(3)どちらでも

ない, 2

(4)あまり興味

を持てなかっ

た, 0

(5)全く興味を

持てなかった, 0

授業内容への興味
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[設問 4] 

「センサー・通信・制御の実践講座」全体を通して、特に勉強になったと思うことは何

ですか。 

 

 上記の質問に対し、以下の 12 件の回答が寄せられた。 

 

【マイコン実習に関する内容】 

 温度センサーの Vcc 幅→扱いやすい。マイコンボードが使えそう 

 初めて知ることや初めて触れるものばかりだったので新鮮でしたし、感心してばかりい

ました。特にマイコンの実習では基本しか教わっていないものの、自分でももっと面白

いものが作成できそうだと思えたので、これで終わりにせず学習を続けたいと思いまし

た。 

 なかなか自分でマイコンを使う機会がなかったので、一通りプログラミングできて良か

ったと思います。もうちょっとやってみたいです。 

 キットによる実習で、LED の点滅、液晶表示、抵抗値（電圧）、温度測定、温度の液晶

表示と、段階的・体系的に繋がっていて大変有意義でした。 

 あらかじめいくつかのソースを用意していただいていたため、Arduino によるプログラ

ム作成がスムーズに進み使い方をよく理解することができました。 

 元々興味はあったが敷居が高く感じていたので、実際にキットを使って教えていただ

け、動かせたのはとてもありがたかったです。 

 マイコンボード実習として、プログラム、配線など基本的ながら「農業 IT 実習キット

I」デジタル温度計まで作成でき、とてもためになった。色々な応用が考えられ、発展

性のある講座でした。ありがとうございました。 

 Arduino の使い方。 

 基盤や電子部品のことがよくわかった 

 

【農業 IT、農業機械に関する内容】 

 温度センサー等を実際に農場で使う際、複数個で特性のばらつきを抑える、という実践

ノウハウ。 

 農業で、どのようなセンサーが利用されているのか良くわかった。しかし、自分の仕事

にどうつなげられるかまでは、考えられなかった。 

 農業機械の使われ方について勉強になりました。 

 

 本講座全体を通して、実習や事例紹介など、より具体的な内容について勉強になったと

いう意見が多い。特に「マイコン実習」に関する内容が特に勉強になったという意見が多

く寄せられた。 
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[設問 5] 

IT や農業 IT などの関連分野で、講座を受けてみたいと思う分野がありましたら、ご自

由にご記入ください。 

 

 上記の質問に対し、以下の 3 件の回答が寄せられた。 

 

 具体的に農業 IT に関わっている実例の見学・講義を受けてみたい。 

 実際に農場や工場で見学してみたいと思いました。 

 本日やっていただいたようなマイコンなど自分で揃えてやるのが難しいものの実習がで

きる講座を受けてみたいと思います。また、今回見せてもらった以上の農業技術がまた

新しく導入されたなどありましたら、見てみたいと思います。 

 

 

 農業 IT の事例の見学や、それを紹介する講義を受けてみたいという意見が寄せられ

た。 
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[設問 6] 

「センサー・通信・制御の実践講座」の全体について、ご意見・ご感想などがありまし

たら、ご自由にご記入ください。 

 

 上記の質問に対し、以下の 8 件の回答が寄せられた。 

 

【マイコン実習に関する内容】 

 いただいたキットをベースに色々なツールを作れればと思います。ありがとうございま

した。 

 農業 IT 実習キットの実習はとても楽しく学べた 

 実習キットでやってみることが出来たこと、持ち帰れることがとても良かったです。 

 マイコンなどを使って実際の農業現場で何かをつくりたいです。今後こういう機会があ

れば是非参加させていただきたいです。 

 ソフトウェアを主体の業務についていますが、マイコンの扱い方を短時間で教えていた

だき、非常に楽しく、勉強になりました。 

 時間が短いのが残念でした。特に実習はもっと時間をかけて基本的なものをもう少し応

用して難しいことにも挑戦してみたかったです。 

 実際にセンサーに触れ、プログラムから動作確認まで体験でき、有意義な講座でした。

ありがとうございました。 

 

【農業や他の分野への活用に関する内容】 

 農家の皆さん全員がこのようなシステムやハードを持つにはハードルが高いと感じ

た。器具などは、レンタルの方が現実的ではないかと思った。農業に限らず、いろい

ろな業界で使えるので面白いと思った。 

 

 

 特に集合学習 2 日目のマイコン実習について、楽しかった、勉強になった等の感想が寄

せられた。受講者のほぼ全員が授業内容について 
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2.4 確認テストの実施結果 

 集合学習 2 日目の講義終了後、本講座で取扱った学習内容の理解度を測定するための確

認テストを実施した。確認テストの内容については、『2.4 使用した教材』に掲載したので、

参照されたい。 

 

確認テストの集計結果を以下に示す。 確認テストは 8点満点で、受験者は 14人である。

14 人のうち、3 点が 1 人、4 点が 7 人、5 点が 3 人、6 点が 3 人であった。平均点は 4.6 点

である。 

 

 

点数 0 点 1 点 2 点 3 点 4 点 5 点 6 点 7 点 8 点 

人数 0 人 0 人 0 人 1 人 7 人 3 人 3 人 0 人 0 人 

図表 68 確認テスト実施結果 

 

 

 

図表 69 確認テスト実施結果 
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第 3章 実施のまとめ 

 実証講座を実施した結果、以下のような成果が得られた。 

 

 本講座において取扱った学習内容に関する興味関心について問うた結果は、すべての項

目についてほぼ「とても興味を持った」「興味を持った」という回答であった。このことか

ら、本講座を通じて、普段農業と関わりの少ないであろう IT 企業に勤める受講者の農業 IT

技術に対する興味関心を喚起することができたと考える。これは、本事業の農業 IT 人材養

成という目的を鑑みて、大きな成果である。 

 

 特に、興味を持たれた学習内容は、実際に農業に導入されている先進的な機械を題材とし

た動画の紹介や、各種農業関連データの処理を行うツールの紹介、マイコンを使った簡易的

なシステム構築に関する実習などであった。本事業では、教育プログラムの開発の際、社会

人向けの学習内容とするために、農業 IT 技術の具体的な事例を適宜、盛り込むことを意識

的に行った。この結果は、社会人向けの教育プログラム開発という観点から、その内容の妥

当性を裏付けるものである。 

 

 本事業で開発した教育プログラムでは、社会人がより受講しやすい形のプログラムとす

るため、スクーリングだけでなく e ラーニングによる自己学習を交えた形での実施形式と

した。実証講座においても、この実施形式の有効性・妥当性を検証するため、e ラーニング

による約 2 週間の自己学習期間を設けた。 

 今年度開発した e ラーニング教材を構成する講義コンテンツは、講義を視聴して知識を

習得することを目的とした内容のものと、講義を視聴しながら自身で実習を行う内容のも

のの 2 種類がある。このうち、前者については、8 割以上の受講者が学習を行っていた。一

方で、後者については、半数以上の受講者が学習を途中で止めていた。この結果から、自己

学習にて実習を行うのは、受講者にとって負担が大きく、実現は困難であることがわかった。

したがって、実習を取扱ったコンテンツについては、スクーリングにおける実習のための手

順や内容確認という位置づけにする等、より効果的な活用方法を検討する必要がある。 

 

 また、講義の内容についてのわかりやすさを問うたアンケートには、全ての項目について

多くの受講生が「とてもわかりやすかった」「わかりやすかった」と回答した。しかし、講

座終了後に実施した確認テストでは、受講者の半数以上が 8 点満点中 4 点以下となってお

り、正答率が高いとは言えない結果であった。そのため、より学習効果を高めるための仕組

みとして、学習内容の理解度を確認するためのテストや練習問題等の導入を検討する必要

がある。  
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第 4部 次年度への展開検討 

第 1章 今年度の事業成果 

 今年度は、昨年度開発した IT 分野の専門学校生等を対象とした農業 IT 人材育成プログ

ラムを基として、社会人向けの教育プログラムに再編成を行った。そこでは、社会人向けと

して学習内容を取捨選択すると共に、より実践性を高めるため、実際に活用されている農業

IT 事例を多く盛り込んだ。また、社会人がより受講しやすいプログラムとするために、ス

クーリングと e ラーニングによる自己学習を交えた実施形式を前提として、カリキュラム

およびシラバスの開発を行った。そして、そこで活用するテキスト教材および e ラーニング

教材を、平成 26 年度事業の成果も活用しながら整えた。これをもって、IT 企業に勤める社

会人を対象とする農業 IT 人材養成プログラムを開発することができた。 

 

この教育プログラムの実証講座を行ったところ、講座後のアンケート結果から、一定の有

効性および妥当性を裏付けることができた。マイコン実習をはじめ、ほとんどの学習項目で

受講者の興味を引き出すことができており、また、社会人向けに新たに追加した農業 IT 事

例については、多くの受講者に好評であった。 

 

いくつかの検討すべき点や課題が明らかになったものの、本教育プログラムの開発・実施

を通じて、農業 IT 人材の養成に寄与することができたと考える。 

 

第 2章 次年度への展開検討 

実証講座を通じて、教育プログラムについていくつかの課題が明らかになった。一つは、

e ラーニングによる自己学習において、実習を取り入れるのは難しいということである。自

己学習で実習を行うのは負担が大きく、学習を途中で止めてしまった受講生が多かった。そ

のため、実習をテーマとした講義コンテンツについては、スクーリングにおける実習に向け

て手順や内容を確認する予習用コンテンツとして位置づけるなど、その活用方法を検討す

る必要がある。また、講義終了後の確認テストの結果が芳しくなかったことから、講義ビデ

オや資料だけでなく、単元ごとの確認テストや練習問題等、より学習効果を高める仕組みを

検討する。 

以上のような課題を踏まえて、本事業の教育プログラムの改良を行っていきたい。 

 

また、昨今では、各種センサー等から取得したデータをクラウドで管理して活用する等、

農業への IoT の活用に注目が集まっている。今年度教育プログラムに組み込んだ農業 IT 事

例が好評だったこともあり、このような最新の先進的農業 IT 技術の動向を研究し、学習素
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材として活用することも検討していきたい。 

 

さらに、昨年度と今年度で開発した農業 IT 人材養成プログラムと、それの開発・実施に

取組む中で培われてきたノウハウを活用して、農業 IT 分野の講座を複数開発・実施するこ

とも検討する。このようにして開発する講座を活用し、将来的には、「農業 IT 検定」という

形での発展を目指していく。 
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LNDSAT8 DN)
B4L=

B4-1) RMAX_B4 RMIN_B4)/ QCALMAX_B4 QCALMIN_B4 RMIN_B4

B4L
B4
RMAX_B4 RADIANCE_MAXIMUM_BAND_4 588.40900
RMIN_B4 RADIANCE_MINIMUM_BAND_4 -48.59101
QCALMAX_B4 QUANTIZE CAL_MAX_BAND_4 65535
QCALMIN_B4 QUANTIZE CAL_MIN_BAND_4

if( DN
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B5L=
B5-1) RMAX_B5 RMIN_B5)/ QCALMAX_B5 QCALMIN_B5 RMIN_B5

B5L
B5 5
RMAX_B5 RADIANCE_MAXIMUM_BAND_5 360.07697
RMIN_B5 RADIANCE_MINIMUM_BAND_5 -29.73527
QCALMAX_B5 QUANTIZE CAL_MAX_BAND_5 65535
QCALMIN_B5 QUANTIZE CAL_MIN_BAND_5

if( DN

NDVI =
NDVI
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GIS Geographic Information System
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QGIS http://qgis.org/ja/site/
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CodeZine

Softech
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Arduino

Arduino UNO
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2. ARDUINO UNO PINOUT DIAGRAM 
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3. arduino はやみ表 
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LilyPad

Arduinoはやみ表  
Blink サンプル

const int ledPin = 13;
void setup() {  // 1 度だけ実行される             
  pinMode(ledPin, OUTPUT);     
}
void loop() {  // 繰り返し実行される
  digitalWrite(ledPin, HIGH);
  delay(1000);
  digitalWrite(ledPin, LOW);
  delay(1000);
}

制御構造
if (x > 8) {...} else {...}
for (int i = 0; i < 8; i++) {...}
while (x < 8) {...}
do {...} while (x < 8);
continue;　ループの残りの部分を飛び越す
break;　処理を中止して抜ける
return x;　関数から抜けて値 xを返す
switch (x) {
  case 1:
    break;
  case 2:
    break;
  default:
}

コメントと特別な命令
// 1 行ずつのコメント
/* 長さが自由なコメント */
de ne LEDPIN 12

#include <EEPROM.h>

演算子
x = y + 3; y = x - 3;
x = y * 5; y = x / 5;
a = b % 8;　8で割った余りを求める
x == y　等しい x != y　等しくない
x < y  x > y
x <= y  x >= y

i++ 評価して加算 ++i 加算して評価
i-- 評価して減算 --i 減算して評価
x += 2;は x = x + 2;と同じ

&&　どちらも真なら真 ((x < y) && (y < z))
||　どちらかが真なら真 ((x == 1) || (y != 1))
!　  否定   if ( !x ) { ... }
x &= B11111100;　マスク (AND)
x |= B00000011;　セット (OR)
z = x ^ y;　排他的論理和 (XOR)
y = ~x;　否定 (NOT)
y = x<<2; 左シフト    y = x>>2; 右シフト
型

void
boolean  真 true か偽 false
char  -128～ 127
unsigned char  0～ 255
byte  0～ 255
int  -32768～ 32767
unsigned int  0～ 65535
word  0～ 65535
long       -2147483648～ 2147483647
unsigned long 0～ 4294967295
oat -3.4028235E+38～ 3.4028235E+38
double -3.4028235E+38～ 3.4028235E+38

文字列
char str[] = "hello";  配列として初期化
str[0] = 'H';  1 文字目をHに変更
"Hello\tworld!\r\n"   タブと改行 (CR+LF)
print( F("Hello") )   Flash メモリを使用

定数と数値表現
HIGH | LOW　デジタル入出力の値
INPUT | OUTPUT　デジタル入出力の向き
true | false　論理値 (真と偽 )
170　十進数 0252　八進数
0xAA  十六進数 B10101010　二進数
10U　符号なし
20L　long 30UL　符号なし long 
10.0　浮動小数点数
2.4e5　240000.0

配列
int array[5];　要素を５個持つ配列
array[0] = 2;　ひとつめの要素に代入
int pins[] = {2, 4, 8, 6};
sizeof(pins)/sizeof(pins[0])　要素の数
型宣言で使うキーワード

const
volatile char buf;
static int result;

デジタル入出力
pinMode(pin, [INPUT|OUTPUT])
digitalWrite(pin, [HIGH|LOW])
int x = digitalRead(pin);
内蔵プルアップ抵抗を有効にする
　pinMode(pin, INPUT);
　digitalWrite(pin, HIGH);

アナログ入出力
int x = analogRead(pin);
analogReference([DEFAULT|INTERNAL|
  EXTERNAL])　デフォルトは電源電圧
analogWrite(pin, x)　xは 0～ 255
その他の入出力

shiftOut(dataPin, clockPin,
  [MSBFIRST|LSBFIRST], value)
shiftIn(dataPin, clockPin,
  [MSBFIRST|LSBFIRST])
pulseIn(pin, [HIGH|LOW])
tone(pin, freq)　周波数はヘルツ (Hz) で指定
tone(3, 440, 90);　90ミリ秒間だけ鳴らす
noTone(pin)

時間
millis()　起動からの経過時間 (ミリ秒 )
micros()　起動からの経過時間 (マイクロ秒 )
delay(250);　250ミリ秒間停止
delayMicroseconds(250);　250マイクロ秒
乱数

randomSeed(analogRead(0));　初期化の例
long x = random(max);　max-1 までの整数
long x = random(min,max);　最小値を指定
数学的な関数

min(x, y) max(x, y)
abs(x)  
sqrt(x)  pow(base, exponent) 
sin(rad) cos(rad)      tan(rad)
constrain(x, min, max)
map(x, fromL, fromH, toL, toH)

ビットとバイトの処理
lowByte(x) highByte(x)
bitRead(x, n) bitWrite(x, n, bit)
bitSet(x, n) bitClear(x, n)
bit(n)　(1 << (n)) と同じ処理
外部割り込み

attachInterrupt([0|1], function,
[LOW|CHANGE|RISING|FALLING])
detachInterrupt([0|1])
noInterrupts()　割り込みの一時停止
interrupts()　止めた割り込みの再スタート

シリアル通信
Serial.begin(9600);　初期化9600bps
受信した 1バイトを 10進数で送り返す例
  if (Serial.available() > 0) {
    buf = Serial.read(); // 1 文字読む
    Serial.print("I received: ");
    Serial.println(buf, DEC);
  }

String クラス
String s1 = "Hello";
print( s1 + s2 );   文字列の連結
if ( s1 == s2 )   文字列の比較
キャラクタ液晶ディスプレイ

#include <LiquidCrystal.h>
LiquidCrystal lcd(2, 3, 4, 5, 6, 7);
lcd.begin(16,2);　LCDの桁数と行数を指定
lcd.setCursor(10,1);　カーソル位置を指定
lcd.print("Hello world!");
lcd.clear();　画面をクリアしカーソルは左上

ICSP

mega168 mega328 mega1280
Flash 16KB 32KB 128KB
SRAM 1KB 2KB 8KB
EEPROM 512B 1KB 4KB

Mega

Nano

デジタル入出力ピン

電源ピン アナログ入力ピン

black GND
brown CTS#
red VCC
orange TXD
yellow RXD
green RTS#

FTDI USB IF メモリ容量の比較

Sparkfun FTDI Basicの
green は DTR端子

ATmega168/ATmega328P

ver1.2 by 武蔵野電波

SD1602HUOBなどArduino(5V)

DC 7～12V

Arduino Uno R3
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4. LCD キャラクタコード表 
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5. サンプルソース 
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【サンプルソース① 104_gps_001】 

 

#include <SoftwareSerial.h> 

 

SoftwareSerial g_gps( 6, 7 ); 

 

void setup() 

{ 

 g_gps.begin(9600); 

 Serial.begin( 9600 ); 

} 

 

void loop() 

{ 

 char c = g_gps.read(); 

 if( -1 != c ) 

 { 

  Serial.print( c ); 

 } 

} 
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【サンプルソース② 104_gps_002】 

 

#include <string.h> 

 

#include <SoftwareSerial.h> 

 

//#include <SPI.h> 

#include <SD.h> 

 

//#define CS 4  //Required Chip select for Eternet Shield 

#define CS 10  //Required Chip select for Interface Shield 

#define LED 13 

//#define SW 5 

//#define SS 10 

 

SoftwareSerial gps( 6, 7 ); 

 

 

int i; 

char msg[256]; 

char flg; 

 

 

void setup() 

{ 

  pinMode(CS, OUTPUT); 

  pinMode(LED, OUTPUT); 

  //pinMode(SW, INPUT); 

 

 

  

  gps.begin(9600); 

  Serial.begin(9600); 

  Serial.println("--- GPS Logger ---"); 

 

  if(SD.begin(CS)==true) { 
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    Serial.println("SD Card Activate."); 

    SD.remove("GPS_LOG.LOG"); 

  } else { 

    Serial.println("SD Card Not Active!!"); 

    digitalWrite(LED, HIGH); 

  } 

 

  delay(3000); 

 

  digitalWrite(LED, HIGH); 

  delay(200); 

  digitalWrite(LED, LOW); 

  delay(200); 

  digitalWrite(LED, HIGH); 

  delay(200); 

  digitalWrite(LED, LOW); 

  delay(200); 

  digitalWrite(LED, HIGH); 

  delay(200); 

  digitalWrite(LED, LOW); 

   

  Serial.println("---> Logging Start!!..."); 

  i=0; 

  flg = 0; 

  Serial.flush(); 

} 

 

void loop() 

{ 

//  if(flg == 1 ) { 

//    return; 

//  } 

  do { 

    if (gps.available()) { 

      msg[i++]=gps.read(); 

    } 
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    if (i > 254) break; 

  } while(msg[i-1] != 0x0a); 

  msg[i]=0x00; 

  if ((strncmp("$GPGGA", msg, 6)==0) || (strncmp("$GPRMC", msg, 6)==0)) { 

    Serial.print(msg);   

  } 

   

  digitalWrite(LED, HIGH); 

  File sdFile=SD.open("gps_log.log",FILE_WRITE); 

  sdFile.print(msg); 

  sdFile.close(); 

  digitalWrite(LED, LOW); 

  i=0; 

//  if (digitalRead(SW) == HIGH) { 

//    flg = 1; 

//  } 

} 
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【サンプルソース③ 109_lcd_001】 

 

#include <Wire.h> 

#define LCD_ADRS 0x3E 

char moji[]="by Wiseman..123*"; 

 

//SCL = A5:LCD No.2  SDA=A4:LCD No.3 

 

void setup() { 

  Wire.begin(); 

  init_LCD(); 

} 

 

void loop() { 

  for(int i=0; i<16; i++) { 

    writeData(moji[i]); 

  } 

  writeCommand(0x40+0x80);   //2Line top 

  for(int i=0; i<16; i++) { 

    writeData(i+0xb1);       //0xb1=(katakana)a 

  } 

  while(1){} 

} 

 

void writeData(byte t_data) { 

  Wire.beginTransmission(LCD_ADRS); 

  Wire.write(0x40); 

  Wire.write(t_data); 

  Wire.endTransmission(); 

  delay(1); 

} 

 

void writeCommand(byte t_command){ 

  Wire.beginTransmission(LCD_ADRS); 

  Wire.write(0x00); 

  Wire.write(t_command); 
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  Wire.endTransmission(); 

  delay(10); 

} 

 

void init_LCD() { 

  delay(100); 

  writeCommand(0x38); 

  delay(20); 

  writeCommand(0x39); 

  delay(20); 

  writeCommand(0x14); 

  delay(20); 

  writeCommand(0x73); 

  delay(20); 

  writeCommand(0x56);  // 3.3V 

  //writeCommand(0x52);  // 5V 

  delay(20); 

  writeCommand(0x6C); 

  delay(20); 

  writeCommand(0x38); 

  delay(20); 

  writeCommand(0x01); 

  delay(20); 

  writeCommand(0x0C); 

  delay(20); 

} 

  

430



【サンプルソース④ 110_sensor_001】 

 

#define TEMP_SENSOR 3  // Analog port 3 

 

int ans, tv, temp; 

 

void setup() { 

  Serial.begin(9600); 

} 

 

void loop() { 

  ans = analogRead(TEMP_SENSOR); 

  tv = map(ans, 0, 1023, 0, 5000); 

  temp = map(tv, 300, 1600, -30, 100); 

  Serial.println(temp); 

  delay(1000); 

} 
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【サンプルソース⑤ 111_lcd_and_sensor_001】 

 

#include <Wire.h> 

#define LCD_ADRS 0x3E 

#define TEMP_SENSOR 3  // Analog port 3 

 

int ans, tv, temp; 

char moji[]="Temperature....."; 

char s[]="                "; 

 

//SCL = A5:LCD No.2  SDA=A4:LCD No.3 

 

void setup() { 

  Wire.begin(); 

  init_LCD(); 

  Serial.begin(9600); 

} 

 

void loop() { 

  ans = analogRead(TEMP_SENSOR); 

  tv = map(ans, 0, 1023, 0, 5000); 

  temp = map(tv, 300, 1600, -30, 100); 

  Serial.println(temp); 

  sprintf(s, "temp = %2d", temp); 

  s[9]=0xDF; 

  s[10]='C'; 

   

  writeCommand(0x01);   //Clear Display 

  writeCommand(0x80);   //1st Line top 

  for(int i=0; i<16; i++) { 

    writeData(moji[i]); 

  } 

  writeCommand(0x40+0x80);   //2nd Line top 

  for(int i=0; i<16; i++) { 

    writeData(s[i]); 

  } 
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  delay(1000); 

} 

 

void writeData(byte t_data) { 

  Wire.beginTransmission(LCD_ADRS); 

  Wire.write(0x40); 

  Wire.write(t_data); 

  Wire.endTransmission(); 

  delay(1); 

} 

 

void writeCommand(byte t_command){ 

  Wire.beginTransmission(LCD_ADRS); 

  Wire.write(0x00); 

  Wire.write(t_command); 

  Wire.endTransmission(); 

  delay(10); 

} 

 

void init_LCD() { 

  delay(100); 

  writeCommand(0x38); 

  delay(20); 

  writeCommand(0x39); 

  delay(20); 

  writeCommand(0x14); 

  delay(20); 

  writeCommand(0x73); 

  delay(20); 

  writeCommand(0x56);  // 3.3V 

  //writeCommand(0x52);  // 5V 

  delay(20); 

  writeCommand(0x6C); 

  delay(20); 

  writeCommand(0x38); 

  delay(20); 
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  writeCommand(0x01); 

  delay(20); 

  writeCommand(0x0C); 

  delay(20); 

} 
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【サンプルソース⑥ 112_sw_001】 

 

 

int val = 0;     // 読み取った値を保持する変数 

 

void setup() { 

  pinMode(13, OUTPUT);   // １３番ピンを LED用に出力に設定 

  pinMode(7, INPUT);     // ７番ピンをスイッチ入力用に設定 

} 

 

void loop() { 

  val = digitalRead(7);  // 入力ピンを読む 

  if(val == HIGH){ 

    digitalWrite(13, HIGH); // LEDを点灯 

  }else{ 

    digitalWrite(13, LOW);  // LEDを消灯 

  } 

} 
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